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　本会では、定例会等で活用できる「活動支援
動画」を作成しＨＰに掲載しています。
　昨年は、「メンタルヘルスと民生委員・児童
委員」をテーマに、メンタルヘルスの概要やス
トレスチェック、ストレスを溜めない思考法、
活動上の留意点等について、アクティヴリッス
ン代表の澤村直樹氏に解説していただきまし
た。（令和６年３月掲載・約１時間 30 分）
　本年度は、この続編として、同氏に住民との

　本号では、「委員活動再点検」と
題して特集を組みました。一斉改
選を前に、これまでの活動や住民
への向き合い方などについて各自

で振り返った後は、その中で感じた地域や民生
委員活動に対する思いを、委員仲間と一緒に語
り合ってみてください。

・
　皆さんの地区でも、今年の一斉改選を機に退
任される委員がいることかと思います。現メン
バーで活動するのも残すところ８か月。定例会
も７・８回を数えるばかりです。
　これからの定例会では、少しでも多く「話す・
伝える・語る」機会を作ってください。
　次号 89 号（Ｒ７秋）は、一斉改選直前号と
して「引き継ぐモノ・コト」を特集する予定です。
　　　ちば民児協だより編集委員長　山名 恵子

●「民生委員・児童委員活動のイロハ」
●「Ⅰ．訪問活動」　
●「Ⅱ．個人情報の取り扱い」
●「Ⅲ．関係機関との向き合い方」
●「Ⅳ．金銭に関する相談・対応」
●「Ⅴ．職務上の地位と活動」
●「Ⅵ．災害に備えた取り組み」

「民生委員・児童委員活動ハンドブック」
解説動画

　本会では、全委員に「民生委員・児童委
員活動ハンドブック」を配付しています（表
紙画像はＰ12 参照）。
　このハンドブックの内容を解説する動画
についても、本会ＨＰに掲載しています。

（URL）https://chiba-minkyo.or.jp/support-movie/

（URL）https://chiba-minkyo.or.jp/handbook/

会話や対応方法、活動するうえで気持ちの持ち方等についてＱ＆Ａ方式で解説をいた
だいています。（令和７年３月末掲載予定・約１時間 30 分）

・
　その他、本会ＨＰには下記動画や本誌関連動画なども掲載していますので、ぜひ地
区民児協の定例会や勉強会等でご活用ください。

活動支援動画
　「メンタルヘルスと民生委員・児童委員２」について
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「民生委員・児童委員、主任児童委員」を「民
生委員」、「社会福祉協議会」を「社協」、「全国
民生委員児童委員連合会」を「全民児連」、「全
国社会福祉協議会」を「全社協」と表記（略称）。
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①昭和 21 年  民生委員令　　　　２年

②昭和 23 年  民生委員法　　　　（委嘱日から）３年　※委員間で異なる場合も有

③昭和 28 年  民生委員法改正　　３年　※この時から「一斉」に改選
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　昭和28年、民生委員法が改正され、この時から「一
斉に全民生委員が 12 月１日に改選する」ことが始
まりました。（上記③）

・
　それまでも、任期満了に伴う改選は行われてい
ました。しかし、欠員補充等の中途委嘱者は「委
嘱日から３年」とされていたため、委員間で委嘱
期間にズレが生じていました。（上記②）
　昭和 28 年の法改正では、こうした委嘱期間のズ
レに伴う煩雑な事務を避けるため、現職の全民生
委員の任期を同年 11 月 30 日までとし、「一斉に全
民生委員を改選」することで委嘱期間の統一を図
りました。（※改正民生委員法の附則第３項には、
次のような経過規定があります。）

　「３　この法律の施行の際現に民生委員の職に
ある者の任期は、第十条の規定にかかわらず、
昭和二十八年十一月三十日までとする。（以降、
略）」（※上記に記載される「第十条」とは、任 
期３年を定めている規定を指します）

　また、一斉改選日が「12 月１日」となったのも、
この時の法改正の施行日が関係しています。
　昭和 28 年の法改正直前の改選は、昭和 26 年７
月に実施されています。この時の任期も３年。本
来であれば、３年後の昭和 29 年７月に次期改選が
行われるはずでした。
　しかし、昭和 28 年８月１日に公布（一部を除き
同日施行）された改正民生委員法の施行を早めた
ことから、改選日が同年 12 月１日に前倒しされた

というのが、この期日になった経緯です。
・

　その後、この委嘱日については、民生委員側か
らも何度か意見が出されています。
　そのいくつかをご紹介すると、昭和 34 年、全社
協から国に対して、「12 月は年末で繁忙期であり、
新任委員への訓練等を考慮すると、７月１日とす
ることが望ましい」旨の要望が出されています。
　また、近年では、平成 19 年及び平成 29 年に開
催された全民児連の評議員会でも、委嘱日に関す
る意見が交わされました。
　こうした議論はあるものの、いずれの時も、現
行のままでよいという判断がなされています。

・
　その他、国民からの質問に、国の諸官庁が回答
する「国政モニター」にも、一斉改選時期の見直
しに関する質問が寄せられたことがあります。
　その質問の要旨は、「年度始めとなる４月１日に
行った方が、事務の引き継ぎ、役員改選、予算執
行等がスムーズにいくので民生委員が活動しやす
いのではないか」というものでした。
　これに対し、厚生労働省は、「（要旨）民生委員
活動は、福祉事務所をはじめとする関係機関と連
携を図りながら、住民に対する援助を行っている
ため、民生委員と行政担当者等が同時期に異動す
ることは、支援の継続性に支障が生じるおそれが
あり、また住民も４月１日に生活環境が変わるこ
とが多いため、住民の生活実態を把握するのにも
支障が生じることも考えられる」という趣旨の回
答をしています。
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なぜ、一斉改選は12月１日？
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（中核市・市町村→現･民生委員）意向調査
　市町村（中核市を含む）は、現任委員に対して継続・退任の意向を確認。令和６年
10 月頃から令和７年５月頃にかけて行われる。

（千葉県→市町村、中核市は市内調査）定数・区域調査
　千葉県は、51 の市町村（政令市・中核市を除く）に「定数配置希望調査」を依頼。
この回答締切は、令和７年１月下旬。
　その後、千葉県では、市町村からの要望を踏まえ、令和７年６月に予定される定例県
議会において、「民生委員の定数を定める条例」改正案を諮り、７月中旬に定数を決定
する。同月下旬には、市町村に決定した定数を通知予定。
　中核市である船橋市では、令和６年８月に増員等調査を行い、各地区からの要望を踏
まえ、令和７年３月の第１回定例会で定数改正案を審議。同じく中核市である柏市では、
令和６年 10 月に定数調査を行う。
　なお、この「定数配置希望調査」とあわせて、単位民児協の区域調査も実施されている。
　（※定数は、県及び中核市がそれぞれ条例で定めている）

（厚生労働省→都道府県・指定都市・中核市）定数基準（参酌基準）を通知
　厚生労働省は、都道府県・指定都市・中核市あてに、令和７（2025）年 12 月の一斉
改選に向けた定数基準（参酌基準）を通知。

千葉県健康福祉指導課、船橋市地域福祉課（市
民児協事務局）、柏市社協（前同）

編集協力

推薦事務等のスケジュールを通知
　厚生労働省は、都道府県・指定都市・中核市あてに、12 月の一斉改選に向けた定数報
告書や推薦事務等に係る調書の提出期限などを通知。（※令和７年３月24日時点で未達） 管内の各種要件を設定 （千葉県→市町村）

　千葉県と中核市では、それぞれ管内の諸要件や事務スケジュールを設定。千葉県の場
合、改選年度の４月に 51 の市町村行政担当者に対し、委員の推薦に関する説明会を開
催している。この推薦締切は８月上旬を予定。

地区説明会・民生委員推薦準備会の開催（任意）
　市町村（中核市を含む）では、一斉改選や欠員補充時に、候補者の審議を行う「民生
委員推薦会」を設置しているが、この前段階で「地区説明会」や「民生委員推薦準備会」
を開催しているところもある。早い市町村では、２・３月から町会･自治会･区長等に対
する「地区説明会」を実施し、推薦に関する協力依頼とあわせて、一連のスケジュール
や諸要件等を説明している。（柏市は２月中旬～５月下旬）
　また、市町村内で一定の地域別（例 : 学校区等）に組織される「民生委員推薦準備会」は、
「民生委員推薦会」へ委員候補者を報告することがその役割だが、任意による設置のため、
設置方法や構成、役割、設置の有無等は市町村により異なる。

（中核市・市町村）

（中核市・市町村）民生委員推薦会の開催
市町村（中核市を含む）は、管内の各地区から挙げられてきた候補者を各要件等に基づ
き審議。船橋市は８月下旬、柏市は８月下旬から９月を予定。

委員候補者の推薦 （市町村長→千葉県知事）

市町村長は、８月上旬を目処に、千葉県知事に管内委員候補者を推薦。

　千葉県では、各市町村からの推薦を受けて、千葉県知事が「社会福祉審議会 民生委員
審査専門分科会」に諮問。この審議会の答申をもって、厚生労働大臣へ推薦する。
　中核市では、民生委員推薦会からの推薦を受けて、中核市長が「社会福祉審議会 民生
委員審査専門分科会」に諮問。その後は千葉県と同じ。
　厚生労働大臣への推薦は、千葉県・中核市ともに、９月中に行う。

（千葉県知事・中核市長→厚生労働大臣）

県・中核市社会福祉審議会（民生委員審査専門分科会）の開催

委嘱決定
厚生労働大臣は、千葉県知事・中核市長へ委嘱決定を通知。

（厚生労働大臣→千葉県知事→市町村、厚生労働大臣→中核市長）

令和７年 12月１日　一斉改選

（厚生労働省→都道府県・指定都市・中核市）

スタート

　令和７（2025）年 12 月の一斉改選に向けて、千葉県及
び中核市（船橋市・柏市）が予定する一斉改選までのスケ
ジュール（現時点）です。この内容は、「ちば民児協だよ
り第 78 号（Ｈ31.３月）」を再構成のうえ、作成しています。
　実際の手続き等と異なる場合もありますので、参考程度
にご覧ください。

一斉改選までのスケジュール
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て
杖
を
突
い
て
歩

い
て
い
る
と
転
び
そ
う
に
な
る
」
等
々
、
そ
う
い
っ
た
日
々
の

暮
ら
し
の
中
で
目
に
し
た
・
耳
に
し
た
生
き
た
情
報
を
報
告
（
同

②
）
し
あ
う
だ
け
で
、
自
分
で
は
気
が
つ
か
な
か
っ
た
地
域
の

こ
と
を
把
握
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

や
っ
ぱ
り
、
そ
う
い
っ
た
話
が
で
き
る
定
例
会
は
大
切
な
ん

で
す
よ
ね
。
地
区
民
児
協
の
人
数
が
多
い
場
合
は
、
班
活
動
で

も
い
い
で
す
し
、
担
当
区
域
の
近
い
委
員
同
士
で
集
ま
っ
て
も

い
い
の
で
、
少
人
数
で
話
し
合
う
機
会
を
持
つ
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
で
す
。
あ
る
程
度
、
お
互
い
の
担
当
区
域
の
状
況
を
知
っ

て
い
れ
ば
、
守
秘
義
務
を
持
つ
者
同
士
、
具
体
的
な
情
報
交
換

や
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
話
し
合
い
の
中
で
、
少
し
ず
つ
地
域
や
住
民
の
こ

と
、
活
動
方
法
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
等
が
引
き
継
が
れ
て
い
く

の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
全
民
児
連
の
調
査
に
よ
る
と
、
１
・
２

期
目
の
委
員
が
全
体
の
６
割
を
占
め
て
い
る
よ
う
で
す
。
長
年

の
経
験
を
引
き
継
ぐ
こ
と
も
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
か
？

　

委
員
の
経
験
年
数
が
短
く
な
っ
て
き
て
い
る
中
で
、
そ
れ
ま

で
の
委
員
が
経
験
し
て
き
た
こ
と
全
て
を
引
き
継
ぐ
の
は
難
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
の
場
合
は
、
経
験
を
重
ね
る
ほ
ど
、
地
域
や
関
係

機
関
に
も
顔
見
知
り
が
増
え
、
自
分
が
民
生
委
員
で
あ
る
こ
と

を
認
知
し
て
く
れ
る
人
も
増
え
て
い
き
ま
す
。
当
然
、
情
報
も

※
継
続
委
員
向
け
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
Ｐ
８
〜
11
下
段

　あと８ヶ月ほどで、次期一斉改選を迎えます。
　高橋会長は民生委員に委嘱されてから 42 年、山名編集委員長は 30 年が経ち、次期一斉改選
で退任される予定です。これまでの活動を振り返りながら、民生委員や地域、関係機関に「伝
えたいこと」をお聴きしました。　　　　　　　　　　　　　　　（進行：本会事務局）

特 集
② 高橋会長＋山名編集委員長に聴く！

伝えたいこと

継
続
委
員
に
伝
え
た
い
こ
と
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橋
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事
務
局

山
名
さ
ん

事
務
局

高
橋
会
長

高橋 君枝
習志野市民児協会長及び袖ケ浦地区民児協
会長。昭和 58 年、民生委員・児童委員委嘱

県民児協会長
たかはし　  きみえ

山名 恵子
柏市民児協監事及び富里地区民児協
会長。平成６年、主任児童委員委嘱

本誌編集委員長
県民児協副会長

やまな　   けいこ

　

お
二
人
の
地
区
民
児
協
で
も
、
継
続
さ
れ
る
方
、
こ
の
改
選

を
機
に
退
任
さ
れ
る
方
が
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
一
斉
改
選
に
向
け
て
、
継
続
さ
れ
る
方
に
は
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
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伝
え
た
い
で
す
か
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民
生
委
員
は
、
３
年
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度
、
一
斉
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選
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が
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す
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選
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、
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当
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区
域
の
状
況
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再
確
認
し
て
ほ
し
い
（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
①
）
と
思
い
ま
す
。
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い
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域
な
の
で
、
隅
々
ま
で
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い
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が
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で
す
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ひ
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な
か
っ
た
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お
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で
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て
い
た
り
、
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と
こ
ろ
や
危
険
箇

所
な
ど
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

見
守
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対
象
で
あ
る
要
支
援
者
に
つ
い
て
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、
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る
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帯
が
見
つ
か
る
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も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
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う
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で
は
、
あ
ら
た
め
て
「
地

域
を
知
る
」
と
い
う
こ
と
を
、
意
識
的
に
し
て
お
く
と
い
い
と

思
い
ま
す
。

　

例
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ば
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り
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の
際
な
ど
に
、
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違
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ル
ー

ト
で
回
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が
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変
わ
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た
と
こ
ろ
は
な
い
か
な
？
」

と
、
地
域
や
そ
こ
に
暮
ら
す
住
民
の
変
化
を
意
識
し
な
が
ら
歩

く
だ
け
で
も
全
然
違
い
ま
す
。
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。
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入
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継続委員に伝えたいこと２ 高橋会長＋山名編集委員長に聴く！伝えたいこと２

「担当区域の状況」を再確認する

MEMO

　本誌のデータは、本会 HP に掲載されていますので、
ご自由にご活用ください。

https://chiba-minkyo.or.jp/participants/magazine/

　令和４年の一斉改選から２年半が経過し、皆さんの担当区域内に暮ら
す住民やお店、施設などには、少なからず変化があると思います。
　本誌・第 86 号「地域を知る -地域共生社会 -」を参考に、地域に関わる人・
場所・組織などについて再確認してみましょう。
　普段使わない道を歩いて見ると、意外な発見があるかもしれません。

一斉改選後も、民生委員を継続する予定の皆さんは、Ｐ６～ 11 の
対談で出てきた下記項目について、自分なりに振り返りながら、地区
民児協の仲間とも語り合ってみましょう。

継続委員用
ワークシート

（写真）習志野市袖ケ浦地区民児協の定例会。
コロナ禍以降はスクール形式で開催している。
検討・報告事項や事例検討、主任児童委員か
らの活動報告のほか、行政等の福祉関係者を
講師に招き、研修会も開催している。開催日は、
毎月第２金曜日 18 時～。

事
務
局

山
名
さ
ん

高
橋
会
長

事
務
局

高
橋
会
長

把
握
し
や
す
く
な
り
ま
す
し
、
活
動
し
や
す
い
環
境
に
な
っ
て

い
く
と
思
い
ま
す
。
継
続
さ
れ
る
方
に
は
、
担
当
区
域
内
の
活

動
を
続
け
て
い
く
中
で
、
少
し
ず
つ
気
持
ち
や
時
間
的
な
余
裕

が
で
き
て
き
た
ら
、
委
員
同
士
が
話
し
合
う
・
協
力
し
合
う
場

や
雰
囲
気
づ
く
り
を
意
識
的
に
作
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

そ
う
し
た
時
間
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
、
地
域
や
住
民

へ
の
向
き
合
い
方
も
含
め
て
、
活
動
や
思
い
を
引
き
継
ぐ
場
に

な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

本
誌
86
号
で
は
、「
地
域
を
知
る
」
こ
と
を
特
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
少
人
数
で
話
し
合
う
時
に
活
用
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
他
、
継
続
さ
れ
る
方
は
、
ど
の
よ
う
な
点
を
意

識
す
る
と
よ
い
で
す
か
？

　

地
区
民
児
協
内
の
役
割
や
立
ち
位
置
と
い
う
も
の
も
意
識
し

て
ほ
し
い
で
す
。
期
を
重
ね
る
ご
と
に
、
地
区
民
児
協
内
で
の

役
割
や
責
任
も
増
し
て
く
る
も
の
だ
と
思
う
の
で
、
地
区
民
児

協
全
体
の
取
り
組
み
に
も
目
を
向
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
「
今
は
担
当
区
域
内
に
目
を
向
け
る
こ
と
で
精
一
杯

だ
け
ど
、
次
期
は
学
校
や
行
政
、
地
区
社
協
等
と
の
関
わ
り
を

増
や
し
た
い
」、「
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
顔
を
出
せ
な
か
っ
た
サ
ロ

ン
に
も
協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う
よ
う
に
、
担
当
区
域
だ

け
で
は
な
い
と
こ
ろ
に
も
目
を
向
け
て
ほ
し
い
で
す
。

　

大
切
な
と
こ
ろ
で
す
ね
。今
ま
で
は
、先
輩
委
員
が
言
う
こ
と
・

や
る
こ
と
に
つ
い
て
い
け
ば
よ
か
っ
た
と
い
う
面
も
あ
っ
た
か

と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
「
地
区
民
児
協
の
取
り
組
み
の

中
で
、
自
分
は
何
が
で
き
る
か
？
」
と
い
う
視
点
で
考
え
な
が

ら
活
動
（
同
③
）
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

定
例
会
で
の
進
行
や
事
例
発
表
、
サ
ロ
ン
活
動
内
で
の
役
割

な
ど
も
そ
う
で
す
が
、
自
分
よ
り
期
を
重
ね
て
い
る
委
員
や
、

今
現
在
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
方
の
取
り
組
み
方
な
ど
を
意

識
的
に
観
察
し
て
み
る
と
、
い
ろ
い
ろ
と
参
考
に
な
る
こ
と
が

あ
る
と
思
い
ま
す
ね
。
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
今
の
う
ち

に
聴
い
て
お
く
と
よ
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

２
期
・
３
期
と
経
験
を
重
ね
て
き
た
ら
、
自
分
の
足
元
（
担

当
区
域
）
だ
け
を
見
る
の
で
は
な
く
、
少
し
目
線
を
上
げ
て
、

地
域
全
体
・
地
区
民
児
協
全
体
を
見
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。

　

初
め
の
う
ち
は
、
慣
れ
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
と
思
い
ま

す
し
、
前
任
者
が
ベ
テ
ラ
ン
委
員
だ
っ
た
場
合
、「
と
て
も
、
あ

の
人
み
た
い
に
は
で
き
な
い
」
と
気
後
れ
し
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

当
然
、
最
初
か
ら
で
き
る
人
は
い
ま
せ
ん
し
、
そ
う
な
る
必

要
も
な
い
と
思
い
ま
す
。わ
か
ら
な
け
れ
ば
、委
員
仲
間
や
行
政
・
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合
う
・
協
力
し
合
う
場

や
雰
囲
気
づ
く
り
を
意
識
的
に
作
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

そ
う
し
た
時
間
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
、
地
域
や
住
民

へ
の
向
き
合
い
方
も
含
め
て
、
活
動
や
思
い
を
引
き
継
ぐ
場
に

な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

本
誌
86
号
で
は
、「
地
域
を
知
る
」
こ
と
を
特
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
少
人
数
で
話
し
合
う
時
に
活
用
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
他
、
継
続
さ
れ
る
方
は
、
ど
の
よ
う
な
点
を
意

識
す
る
と
よ
い
で
す
か
？

　

地
区
民
児
協
内
の
役
割
や
立
ち
位
置
と
い
う
も
の
も
意
識
し

て
ほ
し
い
で
す
。
期
を
重
ね
る
ご
と
に
、
地
区
民
児
協
内
で
の

役
割
や
責
任
も
増
し
て
く
る
も
の
だ
と
思
う
の
で
、
地
区
民
児

協
全
体
の
取
り
組
み
に
も
目
を
向
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
「
今
は
担
当
区
域
内
に
目
を
向
け
る
こ
と
で
精
一
杯

だ
け
ど
、
次
期
は
学
校
や
行
政
、
地
区
社
協
等
と
の
関
わ
り
を

増
や
し
た
い
」、「
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
顔
を
出
せ
な
か
っ
た
サ
ロ

ン
に
も
協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う
よ
う
に
、
担
当
区
域
だ

け
で
は
な
い
と
こ
ろ
に
も
目
を
向
け
て
ほ
し
い
で
す
。

　

大
切
な
と
こ
ろ
で
す
ね
。今
ま
で
は
、先
輩
委
員
が
言
う
こ
と
・

や
る
こ
と
に
つ
い
て
い
け
ば
よ
か
っ
た
と
い
う
面
も
あ
っ
た
か

と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
「
地
区
民
児
協
の
取
り
組
み
の

中
で
、
自
分
は
何
が
で
き
る
か
？
」
と
い
う
視
点
で
考
え
な
が

ら
活
動
（
同
③
）
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

定
例
会
で
の
進
行
や
事
例
発
表
、
サ
ロ
ン
活
動
内
で
の
役
割

な
ど
も
そ
う
で
す
が
、
自
分
よ
り
期
を
重
ね
て
い
る
委
員
や
、

今
現
在
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
方
の
取
り
組
み
方
な
ど
を
意

識
的
に
観
察
し
て
み
る
と
、
い
ろ
い
ろ
と
参
考
に
な
る
こ
と
が

あ
る
と
思
い
ま
す
ね
。
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
今
の
う
ち

に
聴
い
て
お
く
と
よ
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

２
期
・
３
期
と
経
験
を
重
ね
て
き
た
ら
、
自
分
の
足
元
（
担

当
区
域
）
だ
け
を
見
る
の
で
は
な
く
、
少
し
目
線
を
上
げ
て
、

地
域
全
体
・
地
区
民
児
協
全
体
を
見
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。

　

初
め
の
う
ち
は
、
慣
れ
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
と
思
い
ま

す
し
、
前
任
者
が
ベ
テ
ラ
ン
委
員
だ
っ
た
場
合
、「
と
て
も
、
あ

の
人
み
た
い
に
は
で
き
な
い
」
と
気
後
れ
し
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

当
然
、
最
初
か
ら
で
き
る
人
は
い
ま
せ
ん
し
、
そ
う
な
る
必

要
も
な
い
と
思
い
ま
す
。わ
か
ら
な
け
れ
ば
、委
員
仲
間
や
行
政
・



（公財）千葉県民生委員児童委員協議会

継続委員に伝えたいこと２ 高橋会長＋山名編集委員長に聴く！伝えたいこと２

　自分の担当区域のことだけではなく、地区民児協のエリア内で目にしたことや耳にしたことを振り返り
ながら、地区民児協でもざっくばらんに語り合ってみましょう。少人数で行う場合は、担当区域が隣接す
る委員同士で語り合うと、より具体的な話をすることができるでしょう。

（例）お店の出店・閉店／学校／病院／住民／公民館等の施設／公園／危険個所／町会／自治会／社協 etc

　期を重ねるごとに、自分の担当区域だけではなく、地域全体・地区民児協全体を見ていく必要があります。
　現在、取り組んでいる活動の目的も再確認しながら、改選後の役割や立ち位置を踏まえて「自分は何が
できるか？」、「どういった活動に取り組みたいか？」という点を考えてみましょう。
　もし不明点や疑問点があれば、現在その役割を担っている委員に話を聴いてみましょう。

MEMO 「地域の出来事」を語り合う

改選後、取り組みたいことは？

目指せ！助けられ上手！
　気軽に相談できる人はいますか？　仲間や先輩委員、専門職と、助
ける・助けられる関係性をもつと、自分にはない視点やアプローチ方

法など、多くの学びや気づきがあります。そして、何より活動を続けていくためには自身のメンタルヘル
スがとても大切です。決して無理はせず、抱え込み過ぎないようにしましょう。地区民児協でも、「疑問
に思っていること」や「〇〇をしたい」、「〇〇してほしい」ことをテーマに語り合ってみましょう。
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社
協
等
の
関
係
機
関
に
相
談
し
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
自
分
ら
し

さ
を
加
え
て
い
け
ば
い
い
ん
で
す
。

　

活
動
を
続
け
て
い
く
う
え
で
は「
助
け
ら
れ
上
手
」に
な
る（
同

④
）と
、肩
肘
張
ら
ず
に
取
り
組
め
る
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

　

意
外
と
苦
手
な
方
が
多
い
ん
で
す
。
民
生
委
員
は
、
住
民
の

方
か
ら
の
相
談
を
受
け
る
立
場
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、

も
と
も
と
識
見
の
高
い
方
が
委
嘱
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、

自
分
自
身
の
こ
と
や
悩
み
を
表
に
出
さ
な
い
・
出
せ
な
い
方
が

い
ま
す
。日
頃
か
ら
住
民
の
方
に「
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
」

と
話
し
て
い
る
よ
う
に
、
自
身
も
委
員
仲
間
や
関
係
機
関
に
相

談
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

地
区
民
児
協
の
会
長
と
し
て
は
、
相
談
し
て
も
ら
え
る
と
、

そ
の
方
の
活
動
内
容
や
考
え
方
、
地
域
へ
の
向
き
合
い
方
等
が

見
え
て
く
る
の
で
、
ぜ
ひ
相
談
し
て
ほ
し
い
で
す
。
初
め
て
や

る
こ
と
や
、
少
し
で
も
疑
問
に
感
じ
た
時
は
、
一
人
で
抱
え
込

ん
で
自
分
だ
け
で
解
決
し
よ
う
と
せ
ず
に
相
談
し
て
も
ら
え
れ

ば
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
事
例
等
を
参
考
に
、
地
区
民
児
協
で

共
有
し
な
が
ら
方
向
性
を
出
し
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
個
別
の
活
動
や
住
民
と
の
関
わ
り
方
の
中
で
、
伝

え
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

個
別
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
目
的
を
あ

ら
た
め
て
再
確
認
（
同
③
）
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

改
選
を
機
に
、
活
動
に
関
わ
る
委
員
が
代
わ
る
と
、
あ
ら
た

め
て
運
営
方
法
な
ど
を
調
整
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま

す
が
、
こ
う
し
た
見
直
し
を
す
る
時
は
、
例
え
ば
サ
ロ
ン
な
ら

人
を
集
め
る
こ
と
に
意
識
が
向
い
て
し
ま
い
が
ち
な
ん
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
そ
う
し
た
視
点
は
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
本
来

は
参
加
者
と
関
わ
る
こ
と
、
触
れ
合
う
こ
と
が
目
的
の
は
ず
で

す
。
参
加
者
が
少
な
い
と
、
な
か
な
か
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上

が
り
ま
せ
ん
が
、
地
域
に
そ
う
し
た
居
場
所
が
あ
る
こ
と
、
そ

う
し
た
機
会
を
作
っ
て
い
る
だ
け
で
も
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い

る
の
で
、
初
心
を
忘
れ
な
い
で
続
け
て
ほ
し
い
で
す
。

　

あ
と
、
地
域
住
民
と
の
関
わ
り
と
い
う
点
で
い
う
と
、
日
頃

の
活
動
の
中
で
、
あ
れ
こ
れ
と
忌
憚
な
く
話
し
て
く
れ
る
住
民

（
町
会
・
自
治
会
等
を
含
む
）
に
は
、
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て

お
話
を
伺
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
は
、
担
当
区
域
内
の
全
世
帯
を
一
人
で
把
握
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
住
民
は
、
地
域
や
参
加
し
た
活
動
の
こ

と
で
、
良
い
と
こ
ろ
や
気
が
付
い
た
こ
と
、
不
平
不
満
な
ど
、

好
き
勝
手
に
話
す
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
少
な
か

ら
ず
興
味
関
心
が
あ
る
か
ら
話
し
て
く
れ
る
の
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
う
い
う
方
と
の
関
わ
り
は
、
自
分
で
は
気
付
か
な
い

地
域
の
一
面
を
教
え
て
く
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
耳
を

傾
け
て
み
る
と
よ
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

定例会は、同じ地域
で活動する委員が理解・共有
し合う場です。もっともっと
仲間と語り合う時間を増
やしていきましょう！
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リーダー層に伝えたいこと２ 高橋会長＋山名編集委員長に聴く！伝えたいこと２

執行部やリーダー的役割を担う皆さんは、Ｐ12 ～ 15 の対談で出て
きた下記項目について、自分なりに振り返りながら、地区民児協の仲
間とも語り合ってみましょう。

「活動しやすい環境」を考える

MEMO

　民生委員の中には、働いている方や育児・介護中の方、他のボランティ
ア活動に従事している方など、その人ごとに時間の使い方や活動への関
わり方があります。また、活動に取り組むモチベーションや、やりがい
の感じ方なども異なります。少しでも地区民児協内の委員が、無理なく
やりがいをもって活動できるように、下記の点を検討してみましょう。

リーダー層用
ワークシート

● 定例会や部会、事例検討会など、定期的に開催する取り組みについて、
　 開催時間・場所・役割分担（場所確保／資料作成／会場設営＆片付
　 け／出欠確認／各種報告等）を確認し、改善点を探す

●地区民児協の活動を、「最低限これだけは取り組む！」活動と、「そ
　 れ以外の活動（＋α）」に振り分け、共通認識を持つ。
　 （右写真：「民生委員・児童委員の活動ハンドブック」Ｐ16 参照）
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事
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局

高
橋
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山
名
さ
ん

高
橋
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長

山
名
さ
ん

山
名
さ
ん

高
橋
会
長

事
務
局

　

次
は
、
現
執
行
部
や
、
改
選
後
に
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を
担
う

方
（
次
期
執
行
部
を
含
む
）
に
向
け
て
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

地
区
民
児
協
の
中
で
も
、
働
い
て
い
る
方
が
非
常
に
多
く
な

り
ま
し
た
。
働
き
な
が
ら
で
も
活
動
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
心

が
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
定
例
会
の
開
催
時
間
や
場
所
、

役
割
分
担
な
ど
、
気
に
か
け
る
と
こ
ろ
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
で
す
ね
。ひ
と
昔
前
に
比
べ
た
ら
、本
当
に
増
え
ま
し
た
。

仕
事
だ
け
で
も
大
変
な
の
に
、
加
え
て
民
生
委
員
の
委
嘱
を
受

け
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
本
当
に
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。

　

た
だ
、
仕
事
は
し
て
い
な
い
け
ど
、
子
育
て
や
介
護
を
し
て

い
る
方
も
い
ま
す
し
、
趣
味
の
時
間
を
確
保
し
た
い
方
や
他
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
従
事
し
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
時
間
の
使
い
方
に
優
劣
は
つ
け
ら
れ
な
い
の
で
、

何
か
を
決
め
る
際
は
、
お
互
い
に
協
力
し
あ
う
・
理
解
し
あ
う

（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
①
）
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　

ま
ず
は
、
各
委
員
の
活
動
環
境
を
把
握
し
た
う
え
で
、
で
き

る
だ
け
活
動
に
偏
り
が
出
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ

な
ん
で
す
が
、
こ
の
調
整
は
な
か
な
か
難
し
い
で
す
。

　

皆
さ
ん
で
話
し
合
っ
た
う
え
で
、
活
動
内
容
や
活
動
量
に
差

が
あ
る
こ
と
を
お
互
い
に
納
得
し
合
え
れ
ば
い
い
ん
で
す
が
、

忙
し
い
時
は
、
や
は
り
不
公
平
感
が
出
て
き
て
し
ま
い
ま
す
。

　

地
区
民
児
協
の
取
り
組
み
を
検
討
す
る
際
、
地
区
民
児
協
み

ん
な
で
「
最
低
限
こ
れ
だ
け
は
取
り
組
む
！
」
と
い
う
活
動
を

設
定
し
た
う
え
で
、「
そ
れ
以
外
の
活
動
（
＋
α
）
は
時
間
の
作

れ
る
方
が
取
り
組
む
」
と
い
う
共
通
認
識
（
同
①
）
を
、
事
前

に
持
っ
て
お
く
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。（「
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
（
Ｐ
16
）」
参
照
）

　

こ
れ
か
ら
は
、
み
ん
な
一
緒
に
な
っ
て
、
あ
れ
も
こ
れ
も
取

り
組
む
と
い
う
の
は
難
し
く
な
っ
て
く
る
と
思
う
の
で
、
そ
う

し
た
共
通
認
識
を
持
つ
こ
と
は
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
ね
。

　

執
行
部
と
し
て
は
、
各
委
員
で
活
動
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
違
う
と
い
う
点
も
お
さ
え
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
や
は

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
環
境
や
活
動
に
割
け
る
時
間
も
違
う
の

で
、
民
生
委
員
活
動
に
対
す
る
優
先
度
も
当
然
違
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
辺
り
は
、
地
区
民
児
協
の
中
で
一
定
の
役
割
を
担
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
よ
り
責
任
感
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
執
行
部
は
各
委
員
の
活
動
へ
の
向

き
合
い
方
や
性
格
な
ど
に
も
気
を
配
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
地
区
民
児
協
内
の
各
委
員
に
つ
い
て
、
目
を
向
け

る
ポ
イ
ン
ト
は
あ
り
ま
す
か
？

　

各
委
員
の
取
り
組
み
を
把
握
し
た
い
場
合
は
、
活
動
記
録
の

集
計
報
告
書
を
確
認
す
る
と
、
そ
の
月
の
訪
問
回
数
や
住
民
と

の
相
談
内
容
、
関
係
機
関
と
の
や
り
と
り
等
が
数
字
か
ら
見
え

て
き
ま
す
。

　

あ
と
、
一
斉
改
選
を
機
に
加
わ
る
新
任
委
員
に
は
、
特
に
配

慮
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
新
任
委
員
は
「
わ
か
ら
な
い
こ
と

※
リ
ー
ダ
ー
層
向
け
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
Ｐ
12
〜
15
下
段

リ
ー
ダ
ー
層
に
伝
え
た
い
こ
と
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リーダー層に伝えたいこと２ 高橋会長＋山名編集委員長に聴く！伝えたいこと２

MEMO
　新任委員当時を思い出しながら、一斉改選後に加わる新たな仲間に、どのようなことを伝えた方がよい
のか、その内容や伝え方を検討してみましょう。大切なことは、繰り返し説明するようにします。
　また、新任委員が「地域を知る」時間を取ることができるように、活動量には配慮しましょう。
（例）福祉のことば／訪問方法／住民との接し方／定例会のすすめ方／民児協の決まりごと／各活動の概
　　  要と留意点／年間スケジュール　etc

　地区民児協の運営には、執行部だけではなく、より多くの委員が経験や知識に応じた役割を担うように
すると、より責任感をもって民生委員活動に向き合い、地域への共通理解を深めていくことにもつながり
ます。
　人に任せたり、お願いするのは面倒だから（自分でやった方が早いから）と、特定の人があれもこれもやっ
ているケースも見られますが、それでは後輩委員がいつまでたっても民児協運営に関わることができませ
ん。また、特定の人に負担が偏ることも避けた方がよいでしょう。ぜひ、皆さんの地区なりの役割分担を
考えてみましょう。
（例）定例会等の資料作り・進行・各種報告等／活動記録の集計／サロン・部会の責任者／小中学校との 
　　  調整役　etc

「新任委員に伝えること」を考える

みんなの民児協にするためには？

高
橋
会
長

山
名
さ
ん

高
橋
会
長

高
橋
会
長

山
名
さ
ん

事
務
局

が
わ
か
ら
な
い
」
状
態
で
す
。
私
た
ち
が
何
気
な
く
使
う
「
民

児
協
」
や
「
包
括
」、「
要
支
援
者
」
と
い
っ
た
単
語
や
言
い
回

し
も
伝
わ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を
実
践
す
る
中

で
覚
え
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
同
時
に
訪
問
方
法
や
住

民
と
の
接
し
方
、定
例
会
の
す
す
め
方
、民
児
協
の
決
ま
り
ご
と
、

各
活
動
の
概
要
と
留
意
点
、
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
は
、
丁

寧
に
繰
り
返
し
伝
え
る
（
同
②
）
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

新
任
委
員
で
い
う
と
、
初
め
の
う
ち
は
担
当
区
域
の
取
り
組

み
に
集
中
で
き
る
よ
う
な
環
境
・
体
制
を
と
と
の
え
て
あ
げ
る

と
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
「
地
域
を
知
る
」こ
と
、「
住
民
に
自
分
の
顔
を
覚
え
て
も
ら
う
」

こ
と
が
活
動
の
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
す
の
で
、
担
当
区
域
の
住

民
が
集
ま
る
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
に
顔
を
出
せ
る
よ
う
に
、
活
動

量
や
役
割
分
担
と
い
っ
た
点
で
配
慮
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

地
区
民
児
協
内
の
役
割
分
担
と
い
う
点
で
は
、
ど
の
よ
う
な

点
に
気
を
付
け
た
ほ
う
が
よ
い
で
す
か
？

　

執
行
部
の
皆
さ
ん
に
も
、
対
話
が
得
意
な
方
、
事
務
処
理
に

長
け
た
方
、
関
係
機
関
と
の
協
力
関
係
を
築
く
こ
と
に
向
い
て

い
る
方
な
ど
、
得
意
・
不
得
意
は
あ
り
ま
す
の
で
、
い
ろ
い
ろ

な
特
性
を
持
っ
た
方
に
執
行
部
に
参
画
し
て
も
ら
う
、
活
動
の

リ
ー
ダ
ー
を
担
っ
て
も
ら
う
な
ど
、
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
よ
う
に

す
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
で
す
ね
。
地
区
民
児
協
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
執
行

部
内
で
の
役
割
分
担
を
含
め
、
多
く
の
委
員
が
参
画
す
る
仕
組

み
（
同
③
）
も
心
が
け
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

定
例
会
の
開
催
に
あ
た
っ
て
も
、
議
題
の
調
整
や
資
料
作
り
、

当
日
の
進
行
、各
種
事
業
の
報
告
等
が
あ
り
ま
す
。そ
の
他
に
も
、

活
動
記
録
の
集
計
や
、
サ
ロ
ン
や
部
会
等
の
責
任
者
、
小
中
学

校
と
の
調
整
役
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
役
割
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
役
割
を
分
担
し
な
が
ら
、
相
互
に
連
絡
を
取
り
な

が
ら
協
力
し
て
行
う
よ
う
な
仕
組
み
に
す
る
と
、
民
児
協
の
運

営
を
我
が
事
と
し
て
考
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

地
区
民
児
協
は
、
行
政
や
民
間
企
業
と
は
異
な
り
、
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
型
の
組
織
で
は
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
最
終
的
な
方
向
性
は
、

会
長
（
や
執
行
部
）
が
決
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
基

本
的
に
は
同
じ
地
域
の
住
民
が
横
並
び
で
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
、

意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
進
め
て
い
く
と
い
う
体
制
な
の
で
、

「
役
割
を
振
る
＝
責
任
感
を
育
て
る
」
と
い
う
仕
組
み
は
、
長
い

目
で
み
る
と
、
と
て
も
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、「
単
位
民
児
協
運
営
の
手
引
き
」（
全
民
児
連
・

Ｒ
４
）
に
掲
載
さ
れ
る
基
本
的
な
内
容
な
ど
を
押
さ
え
て
お
く

必
要
は
あ
り
ま
す
が
、
民
児
協
を
運
営
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、

こ
れ
が
正
解
と
い
う
も
の
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

定
例
会
な
ど
で
、
地
域
や
そ
こ
に
暮
ら
す
住
民
の
こ
と
を
話

し
合
う
中
で
、
少
し
ず
つ
共
通
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
自
分
た

ち
の
地
区
民
児
協
な
り
の
や
り
方
・
文
化
を
育
て
て
い
っ
て
も

ら
え
れ
ば
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

執
行
部
に
な
る
と
、
取
り
組
み
が
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
こ

と
や
対
応
に
苦
慮
す
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
出
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
口
を
出
し
た
く
て
も
、
時
に
は
ぐ
っ
と
我
慢
し
て
見
守
る

こ
と
も
大
切
で
す
。
ぜ
ひ
、
執
行
部
と
し
て
の
悩
み
を
共
有
・

相
談
で
き
る
仲
間
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

私
は
、
長
年
の
活
動
の
中
で
、
思
う
よ
う
に
い
か
な
く
て
も

一
喜
一
憂
せ
ず
、
懐
を
深
く
、
ど
っ
し
り
と
構
え
て
お
く
こ
と

が
大
切
な
の
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。



ちば民児協だより第 88 号（公財）千葉県民生委員児童委員協議会

リーダー層に伝えたいこと２ 高橋会長＋山名編集委員長に聴く！伝えたいこと２

MEMO
　新任委員当時を思い出しながら、一斉改選後に加わる新たな仲間に、どのようなことを伝えた方がよい
のか、その内容や伝え方を検討してみましょう。大切なことは、繰り返し説明するようにします。
　また、新任委員が「地域を知る」時間を取ることができるように、活動量には配慮しましょう。
（例）福祉のことば／訪問方法／住民との接し方／定例会のすすめ方／民児協の決まりごと／各活動の概
　　  要と留意点／年間スケジュール　etc

　地区民児協の運営には、執行部だけではなく、より多くの委員が経験や知識に応じた役割を担うように
すると、より責任感をもって民生委員活動に向き合い、地域への共通理解を深めていくことにもつながり
ます。
　人に任せたり、お願いするのは面倒だから（自分でやった方が早いから）と、特定の人があれもこれもやっ
ているケースも見られますが、それでは後輩委員がいつまでたっても民児協運営に関わることができませ
ん。また、特定の人に負担が偏ることも避けた方がよいでしょう。ぜひ、皆さんの地区なりの役割分担を
考えてみましょう。
（例）定例会等の資料作り・進行・各種報告等／活動記録の集計／サロン・部会の責任者／小中学校との 
　　  調整役　etc

「新任委員に伝えること」を考える

みんなの民児協にするためには？

高
橋
会
長

山
名
さ
ん

高
橋
会
長

高
橋
会
長

山
名
さ
ん

事
務
局

が
わ
か
ら
な
い
」
状
態
で
す
。
私
た
ち
が
何
気
な
く
使
う
「
民

児
協
」
や
「
包
括
」、「
要
支
援
者
」
と
い
っ
た
単
語
や
言
い
回

し
も
伝
わ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を
実
践
す
る
中

で
覚
え
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
同
時
に
訪
問
方
法
や
住

民
と
の
接
し
方
、定
例
会
の
す
す
め
方
、民
児
協
の
決
ま
り
ご
と
、

各
活
動
の
概
要
と
留
意
点
、
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
は
、
丁

寧
に
繰
り
返
し
伝
え
る
（
同
②
）
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

新
任
委
員
で
い
う
と
、
初
め
の
う
ち
は
担
当
区
域
の
取
り
組

み
に
集
中
で
き
る
よ
う
な
環
境
・
体
制
を
と
と
の
え
て
あ
げ
る

と
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
「
地
域
を
知
る
」こ
と
、「
住
民
に
自
分
の
顔
を
覚
え
て
も
ら
う
」

こ
と
が
活
動
の
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
す
の
で
、
担
当
区
域
の
住

民
が
集
ま
る
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
に
顔
を
出
せ
る
よ
う
に
、
活
動

量
や
役
割
分
担
と
い
っ
た
点
で
配
慮
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

地
区
民
児
協
内
の
役
割
分
担
と
い
う
点
で
は
、
ど
の
よ
う
な

点
に
気
を
付
け
た
ほ
う
が
よ
い
で
す
か
？

　

執
行
部
の
皆
さ
ん
に
も
、
対
話
が
得
意
な
方
、
事
務
処
理
に

長
け
た
方
、
関
係
機
関
と
の
協
力
関
係
を
築
く
こ
と
に
向
い
て

い
る
方
な
ど
、
得
意
・
不
得
意
は
あ
り
ま
す
の
で
、
い
ろ
い
ろ

な
特
性
を
持
っ
た
方
に
執
行
部
に
参
画
し
て
も
ら
う
、
活
動
の

リ
ー
ダ
ー
を
担
っ
て
も
ら
う
な
ど
、
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
よ
う
に

す
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
で
す
ね
。
地
区
民
児
協
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
執
行

部
内
で
の
役
割
分
担
を
含
め
、
多
く
の
委
員
が
参
画
す
る
仕
組

み
（
同
③
）
も
心
が
け
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

定
例
会
の
開
催
に
あ
た
っ
て
も
、
議
題
の
調
整
や
資
料
作
り
、

当
日
の
進
行
、各
種
事
業
の
報
告
等
が
あ
り
ま
す
。そ
の
他
に
も
、

活
動
記
録
の
集
計
や
、
サ
ロ
ン
や
部
会
等
の
責
任
者
、
小
中
学

校
と
の
調
整
役
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
役
割
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
役
割
を
分
担
し
な
が
ら
、
相
互
に
連
絡
を
取
り
な

が
ら
協
力
し
て
行
う
よ
う
な
仕
組
み
に
す
る
と
、
民
児
協
の
運

営
を
我
が
事
と
し
て
考
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

地
区
民
児
協
は
、
行
政
や
民
間
企
業
と
は
異
な
り
、
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
型
の
組
織
で
は
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
最
終
的
な
方
向
性
は
、

会
長
（
や
執
行
部
）
が
決
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
基

本
的
に
は
同
じ
地
域
の
住
民
が
横
並
び
で
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
、

意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
進
め
て
い
く
と
い
う
体
制
な
の
で
、

「
役
割
を
振
る
＝
責
任
感
を
育
て
る
」
と
い
う
仕
組
み
は
、
長
い

目
で
み
る
と
、
と
て
も
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、「
単
位
民
児
協
運
営
の
手
引
き
」（
全
民
児
連
・

Ｒ
４
）
に
掲
載
さ
れ
る
基
本
的
な
内
容
な
ど
を
押
さ
え
て
お
く

必
要
は
あ
り
ま
す
が
、
民
児
協
を
運
営
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、

こ
れ
が
正
解
と
い
う
も
の
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

定
例
会
な
ど
で
、
地
域
や
そ
こ
に
暮
ら
す
住
民
の
こ
と
を
話

し
合
う
中
で
、
少
し
ず
つ
共
通
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
自
分
た

ち
の
地
区
民
児
協
な
り
の
や
り
方
・
文
化
を
育
て
て
い
っ
て
も

ら
え
れ
ば
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

執
行
部
に
な
る
と
、
取
り
組
み
が
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
こ

と
や
対
応
に
苦
慮
す
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
出
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
口
を
出
し
た
く
て
も
、
時
に
は
ぐ
っ
と
我
慢
し
て
見
守
る

こ
と
も
大
切
で
す
。
ぜ
ひ
、
執
行
部
と
し
て
の
悩
み
を
共
有
・

相
談
で
き
る
仲
間
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

私
は
、
長
年
の
活
動
の
中
で
、
思
う
よ
う
に
い
か
な
く
て
も

一
喜
一
憂
せ
ず
、
懐
を
深
く
、
ど
っ
し
り
と
構
え
て
お
く
こ
と

が
大
切
な
の
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。



ちば民児協だより第 88 号（公財）千葉県民生委員児童委員協議会

退任委員に伝えたいこと２ 高橋会長＋山名編集委員長に聴く！伝えたいこと２

本年 12 月の一斉改選をもって退任される皆さんは、Ｐ16 ～ 19 の対
談で出てきた下記項目について、自分なりに振り返りながら、地区民
児協の仲間とも語り合ってみましょう。

「自身のやり方」を振り返る

MEMO

　皆さんが定期的に行っている取組方法や、何気なく行っている住民との接し方等は、これまでの活動で
培った経験や前任者から学んだことなどを踏まえて、自身の担当区域に暮らす住民や地域性（慣習を含む）
にあったやり方になっているのだと思います。
　そうしたことを引き継ぐことも、とても大切なことです。
　下記事項をはじめ、日頃心がけていることを整理して、継続委員と話す機会を持ってみましょう。その
他テーマについては、ぜひ本誌バックナンバーをご活用ください。（ＱＲコードはＰ８掲載）

退任委員用
ワークシート

●住民との接し方／●訪問方法（持参する物・頻度等）／●担当区域の歩き方／●町会・自治会・
地区社協との関わり方／●協力者（情報提供者）の作り方・見つけ方／●サロンや食事会等の運
営／●地域特有のこと／●困った時の対応方法／●１週間のルーティーン　etc

事
務
局

事
務
局

高
橋
会
長

高
橋
会
長

山
名
さ
ん

山
名
さ
ん

山
名
さ
ん

　

続
い
て
、
今
回
の
改
選
を
機
に
退
任
さ
れ
る
方
に
伝
え
た
い

こ
と
を
お
聴
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
次
号
89
号
（
令
和
７
年

10
月
頃
発
行
予
定
）
で
は
、
一
斉
改
選
直
前
号
と
し
て
、
引
き

継
ぎ
物
品
等
を
中
心
に
特
集
を
組
む
予
定
で
す
。
資
料
等
の
引

き
継
ぎ
は
秋
以
降
に
行
う
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
間
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
と
と
の
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
か
？

　

や
は
り
、
退
任
さ
れ
る
方
に
は
、
継
続
す
る
委
員
に
「
経
験

を
引
き
継
ぐ
」
と
い
う
点
を
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
そ
ん
な
に
変
わ
っ
た
こ
と
は
し
て
い
な
い
」
と
言
わ
れ
る
方

も
多
い
ん
で
す
が
、
よ
く
よ
く
聴
い
て
み
る
と
、
人
そ
れ
ぞ
れ

見
る
と
こ
ろ
や
気
づ
き
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
が
違
い
ま
す
し
、
男

性
と
女
性
で
も
、
住
民
と
の
会
話
の
中
で
気
を
付
け
て
い
る
と

こ
ろ
な
ど
は
違
い
ま
す
。

　

当
た
り
前
に
思
っ
て
い
る
こ
と
で
も
、
日
頃
心
が
け
て
い
る

住
民
と
の
接
し
方
や
訪
問
方
法
、
関
係
機
関
と
の
調
整
方
法
、

協
力
者
の
見
つ
け
方
な
ど
、
皆
さ
ん
な
り
の
や
り
方
を
整
理

（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
①
）
し
た
う
え
で
、
ぜ
ひ
継
続
委
員
と
話
す
機

会
を
作
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

紙
で
引
き
継
ぐ
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
や
は
り
会
話
を
し
な

が
ら
「
聴
く
＋
話
す
」
ほ
う
が
記
憶
に
残
り
ま
す
。

　

伝
え
る
側
（
退
任
委
員
）
は
、
な
か
な
か
口
頭
だ
け
で
は
伝

え
き
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
と
は
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
発
行

し
て
い
る
「
ち
ば
民
児
協
だ
よ
り
」
は
、
テ
ー
マ
ご
と
に
特
集

が
組
ま
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
活
用
し
な
が

ら
伝
え
て
い
く
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

　

一
斉
改
選
ま
で
に
は
、
ま
だ
ま
だ
定
例
会
が
あ
り
ま
す
の
で
、

毎
月
い
く
つ
か
の
テ
ー
マ
を
決
め
て
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
語
り

合
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

そ
の
他
、担
当
区
域
の
住
民
や
新
任
委
員
と
の
関
わ
り
方
（
同

②
）
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
点
に
気
を
付
け
た
ほ
う
が
よ

い
で
す
か
？

　

長
年
、
担
当
区
域
内
の
住
民
を
見
守
り
訪
問
を
し
て
い
る
と
、

民
生
委
員
を
辞
め
た
後
も
、
そ
の
後
の
様
子
が
気
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
支
援
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の

辺
り
の
線
引
き
は
き
ち
っ
と
し
て
お
こ
う
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、

し
ば
ら
く
は
気
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
ね
。

　

毎
週
・
毎
月
、
顔
を
合
わ
せ
て
い
た
ん
で
す
か
ら
気
に
な
り

ま
す
よ
ね
。

　

引
き
継
ぎ
の
時
は
、
担
当
区
域
の
住
民
に
つ
い
て
、
訪
問
時

の
留
意
点
や
、
こ
れ
ま
で
の
関
わ
り
な
ど
は
き
ち
ん
と
伝
え
た

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
改
選
後
に
新
旧
交
代
の
ご
挨
拶
を

兼
ね
て
顔
つ
な
ぎ
も
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
退
任
後
は
余
計
な
口
出
し
は
せ
ず
に
、
後
任
委
員
か

ら
住
民
の
こ
と
や
見
守
り
方
法
な
ど
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
る
こ

と
が
あ
っ
た
ら
、
自
分
が
活
動
し
て
い
た
頃
の
話
を
お
伝
え
し

よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
で
す
ね
。
注
意
し
た
い
の
は
、
こ
ち
ら
の
経
験
を
押
し

付
け
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
た
い
で
す
。
や
っ
ぱ
り
、
経
験
則

で
話
し
て
し
ま
い
そ
う
で
す
が
、
新
し
い
地
区
民
児
協
会
長
と

区
域
担
当
の
や
り
方
も
あ
り
ま
す
の
で
、
退
任
委
員
と
し
て
は

※
退
任
委
員
向
け
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
Ｐ
16
〜
19
下
段

退
任
委
員
に
伝
え
た
い
こ
と



ちば民児協だより第 88 号（公財）千葉県民生委員児童委員協議会

退任委員に伝えたいこと２ 高橋会長＋山名編集委員長に聴く！伝えたいこと２

本年 12 月の一斉改選をもって退任される皆さんは、Ｐ16 ～ 19 の対
談で出てきた下記項目について、自分なりに振り返りながら、地区民
児協の仲間とも語り合ってみましょう。

「自身のやり方」を振り返る

MEMO

　皆さんが定期的に行っている取組方法や、何気なく行っている住民との接し方等は、これまでの活動で
培った経験や前任者から学んだことなどを踏まえて、自身の担当区域に暮らす住民や地域性（慣習を含む）
にあったやり方になっているのだと思います。
　そうしたことを引き継ぐことも、とても大切なことです。
　下記事項をはじめ、日頃心がけていることを整理して、継続委員と話す機会を持ってみましょう。その
他テーマについては、ぜひ本誌バックナンバーをご活用ください。（ＱＲコードはＰ８掲載）

退任委員用
ワークシート

●住民との接し方／●訪問方法（持参する物・頻度等）／●担当区域の歩き方／●町会・自治会・
地区社協との関わり方／●協力者（情報提供者）の作り方・見つけ方／●サロンや食事会等の運
営／●地域特有のこと／●困った時の対応方法／●１週間のルーティーン　etc

事
務
局

事
務
局

高
橋
会
長

高
橋
会
長

山
名
さ
ん

山
名
さ
ん

山
名
さ
ん

　

続
い
て
、
今
回
の
改
選
を
機
に
退
任
さ
れ
る
方
に
伝
え
た
い

こ
と
を
お
聴
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
次
号
89
号
（
令
和
７
年

10
月
頃
発
行
予
定
）
で
は
、
一
斉
改
選
直
前
号
と
し
て
、
引
き

継
ぎ
物
品
等
を
中
心
に
特
集
を
組
む
予
定
で
す
。
資
料
等
の
引

き
継
ぎ
は
秋
以
降
に
行
う
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
間
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
と
と
の
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
か
？

　

や
は
り
、
退
任
さ
れ
る
方
に
は
、
継
続
す
る
委
員
に
「
経
験

を
引
き
継
ぐ
」
と
い
う
点
を
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
そ
ん
な
に
変
わ
っ
た
こ
と
は
し
て
い
な
い
」
と
言
わ
れ
る
方

も
多
い
ん
で
す
が
、
よ
く
よ
く
聴
い
て
み
る
と
、
人
そ
れ
ぞ
れ

見
る
と
こ
ろ
や
気
づ
き
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
が
違
い
ま
す
し
、
男

性
と
女
性
で
も
、
住
民
と
の
会
話
の
中
で
気
を
付
け
て
い
る
と

こ
ろ
な
ど
は
違
い
ま
す
。

　

当
た
り
前
に
思
っ
て
い
る
こ
と
で
も
、
日
頃
心
が
け
て
い
る

住
民
と
の
接
し
方
や
訪
問
方
法
、
関
係
機
関
と
の
調
整
方
法
、

協
力
者
の
見
つ
け
方
な
ど
、
皆
さ
ん
な
り
の
や
り
方
を
整
理

（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
①
）
し
た
う
え
で
、
ぜ
ひ
継
続
委
員
と
話
す
機

会
を
作
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

紙
で
引
き
継
ぐ
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
や
は
り
会
話
を
し
な

が
ら
「
聴
く
＋
話
す
」
ほ
う
が
記
憶
に
残
り
ま
す
。

　

伝
え
る
側
（
退
任
委
員
）
は
、
な
か
な
か
口
頭
だ
け
で
は
伝

え
き
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
と
は
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
発
行

し
て
い
る
「
ち
ば
民
児
協
だ
よ
り
」
は
、
テ
ー
マ
ご
と
に
特
集

が
組
ま
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
活
用
し
な
が

ら
伝
え
て
い
く
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

　

一
斉
改
選
ま
で
に
は
、
ま
だ
ま
だ
定
例
会
が
あ
り
ま
す
の
で
、

毎
月
い
く
つ
か
の
テ
ー
マ
を
決
め
て
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
語
り

合
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

そ
の
他
、担
当
区
域
の
住
民
や
新
任
委
員
と
の
関
わ
り
方
（
同

②
）
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
点
に
気
を
付
け
た
ほ
う
が
よ

い
で
す
か
？

　

長
年
、
担
当
区
域
内
の
住
民
を
見
守
り
訪
問
を
し
て
い
る
と
、

民
生
委
員
を
辞
め
た
後
も
、
そ
の
後
の
様
子
が
気
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
支
援
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の

辺
り
の
線
引
き
は
き
ち
っ
と
し
て
お
こ
う
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、

し
ば
ら
く
は
気
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
ね
。

　

毎
週
・
毎
月
、
顔
を
合
わ
せ
て
い
た
ん
で
す
か
ら
気
に
な
り

ま
す
よ
ね
。

　

引
き
継
ぎ
の
時
は
、
担
当
区
域
の
住
民
に
つ
い
て
、
訪
問
時

の
留
意
点
や
、
こ
れ
ま
で
の
関
わ
り
な
ど
は
き
ち
ん
と
伝
え
た

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
改
選
後
に
新
旧
交
代
の
ご
挨
拶
を

兼
ね
て
顔
つ
な
ぎ
も
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
退
任
後
は
余
計
な
口
出
し
は
せ
ず
に
、
後
任
委
員
か

ら
住
民
の
こ
と
や
見
守
り
方
法
な
ど
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
る
こ

と
が
あ
っ
た
ら
、
自
分
が
活
動
し
て
い
た
頃
の
話
を
お
伝
え
し

よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
で
す
ね
。
注
意
し
た
い
の
は
、
こ
ち
ら
の
経
験
を
押
し

付
け
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
た
い
で
す
。
や
っ
ぱ
り
、
経
験
則

で
話
し
て
し
ま
い
そ
う
で
す
が
、
新
し
い
地
区
民
児
協
会
長
と

区
域
担
当
の
や
り
方
も
あ
り
ま
す
の
で
、
退
任
委
員
と
し
て
は

※
退
任
委
員
向
け
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
Ｐ
16
〜
19
下
段

退
任
委
員
に
伝
え
た
い
こ
と



ちば民児協だより第 88 号（公財）千葉県民生委員児童委員協議会

退任委員に伝えたいこと２ 高橋会長＋山名編集委員長に聴く！伝えたいこと２

MEMO
　一斉改選前に、下記５つのことを考えておきましょう。
　また、実態調査などによると、退任後も「健康なうちは地域との関わりを持ちたい」という回答が多く
みられます。民児協や社協以外に、どのような活動が地域で行われているのか。どのようなサークル・団
体が活動しているのか。退任後の地域との関わり方も、今から考えておきましょう。
①退任後の住民との関わり方／②新任委員との関わり方（引き継ぎ方法を含む）／③現在の役割・役職の
整理／④個人情報の取り扱い／⑤地域との関わり方

　より引き継ぎをスムーズに進めるために、本誌・次号 89 号では「あ
なたの区域の留意点」（ワークシート）を配布予定です。
　主な掲載項目は下記の通りです。現時点で、後任者がいる場合も、
いない場合も、自身の区域の留意点を整理して伝えられるようにしま
しょう。
①担当区域の良いところ／②担当区域の留意点／③毎月（毎週）決まっ
てやること／④町会や社協活動で協力すること／⑤見守りが必要な世
帯（頻度や関わり方も）／⑥民生委員活動に協力的な方／⑦困った時
にはココに連絡！／⑧後任委員へのメッセージ

「関わり方（取扱方法）」を考える

あなたの区域の留意点は？

高
橋
会
長

事
務
局

事
務
局

山
名
さ
ん

高
橋
会
長

山
名
さ
ん

山
名
さ
ん

事
務
局

高
橋
会
長

山
名
さ
ん

「
認
め
る
・
褒
め
る
」
こ
と
が
大
切
な
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

前
任
者
が
、
長
く
民
生
委
員
活
動
を
し
て
い
る
と
、
住
民
側

か
ら
も
「
前
の
民
生
委
員
は
〇
〇
を
し
て
く
れ
た
」
と
い
う
意

見
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

　

地
区
民
児
協
内
で
も
、
各
活
動
の
担
当
者
が
代
わ
る
と
、
前

任
者
の
や
り
方
が
当
た
り
前
だ
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
そ
の
辺

り
は
後
任
者
の
経
験
年
数
や
活
動
に
割
け
る
時
間
な
ど
を
考
慮

し
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
と
、
新
任
委
員
は
あ
れ
も
こ
れ
も
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
い

ろ
い
ろ
な
役
割
を
担
っ
て
い
る（
役
職
を
受
け
て
い
る
）場
合（
同

②
）は
、で
き
る
だ
け
新
任
委
員
が
戸
惑
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

一
斉
改
選
を
前
に
と
と
の
え
て
お
い
て
ほ
し
い
で
す
。

　

一
斉
改
選
の
た
び
に
、
数
百
人
の
欠
員
が
生
じ
て
い
ま
す
。

引
き
継
ぎ
た
く
て
も
、
後
任
者
が
い
な
い
場
合
は
ど
う
し
て
い

く
と
よ
い
と
思
わ
れ
ま
す
か
？

　

後
任
者
が
い
な
い
場
合
（
同
③
）
は
、地
区
民
児
協
の
会
長
や
、

当
該
区
域
と
隣
接
す
る
民
生
委
員
、
市
町
村
民
児
協
事
務
局
な

ど
に
、
引
き
継
ぐ
内
容
を
伝
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

そ
れ
ま
で
担
当
区
域
で
培
っ
て
き
た
つ
な
が
り
や
、
民
生
委

員
の
立
ち
位
置
が
引
き
継
が
れ
な
い
と
い
う
の
は
、本
当
に
も
っ

た
い
な
い
こ
と
で
す
し
、
こ
れ
を
あ
ら
た
め
て
ゼ
ロ
か
ら
築
い

て
い
く
の
は
と
て
も
大
変
な
こ
と
で
す
。

　

後
任
者
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
今
の
う
ち
か
ら
執

行
部
や
事
務
局
と
共
有
で
き
る
よ
う
に
、
各
種
名
簿
や
ケ
ー
ス

記
録
、（
災
害
）
福
祉
マ
ッ
プ
な
ど
の
資
料
と
あ
わ
せ
て
、
担
当

区
域
内
の
情
報
を
整
理
し
て
お
い
て
ほ
し
い
で
す
。

　

次
号
89
号
で
も
、「
あ
な
た
の
区
域
の
留
意
点
」（
同
③
）
を

用
意
す
る
の
で
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
気
を
付
け
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
退
任
さ
れ
た

後
の
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
（
同
②
）
で
す
。

　

と
て
も
大
切
な
こ
と
な
の
で
、
こ
れ
は
地
区
民
児
協
だ
け
で

は
な
く
、
市
町
村
民
児
協
と
し
て
も
取
り
扱
い
を
共
有
し
た
方

が
い
い
と
思
い
ま
す
。
個
人
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
資
料
は
、

後
任
者
に
引
き
継
い
だ
り
事
務
局
等
に
返
却
す
る
こ
と
に
な
る

と
思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
記
憶
に
は
残
り
ま
す
。

　

民
生
委
員
を
辞
め
ら
れ
た
後
も
、
守
秘
義
務
は
あ
り
ま
す
の

で
、
十
分
に
気
を
付
け
て
ほ
し
い
で
す
。

　

退
任
さ
れ
た
後
の
こ
と
、
特
に
地
域
と
の
関
わ
り
方
（
同
②
）

に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
？

　

せ
っ
か
く
の
ご
縁
が
あ
っ
て
民
生
委
員
に
な
っ
た
の
で
、
今

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
協
力
で
き
る
範
囲
で
支
部

（
地
区
）
社
協
な
ど
の
福
祉
活
動
に
は
協
力
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
で
す
ね
。
こ
れ
ま
で
築
い
た
住
民
や
関
係
者
の
方
と
の

つ
な
が
り
を
バ
ッ
サ
リ
切
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
こ
れ
か

ら
も
こ
の
ご
縁
は
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
れ
に
、
自

分
の
健
康
の
た
め
に
も
、
孫
の
世
話
を
し
な
が
ら
地
域
と
の
関

わ
り
は
も
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

退
任
委
員
の
皆
さ
ん
も
、
も
し
健
康
の
う
ち
は
「
体
を
動
か

し
た
い
」、「
地
域
と
の
関
わ
り
を
持
ち
た
い
」
と
い
う
お
気
持

ち
が
あ
れ
ば
、
ど
う
い
っ
た
こ
と
に
参
加
で
き
る
の
か
、
今
か

ら
考
え
て
お
く
と
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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め
る
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」
こ
と
が
大
切
な
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

前
任
者
が
、
長
く
民
生
委
員
活
動
を
し
て
い
る
と
、
住
民
側

か
ら
も
「
前
の
民
生
委
員
は
〇
〇
を
し
て
く
れ
た
」
と
い
う
意

見
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

　

地
区
民
児
協
内
で
も
、
各
活
動
の
担
当
者
が
代
わ
る
と
、
前

任
者
の
や
り
方
が
当
た
り
前
だ
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
そ
の
辺

り
は
後
任
者
の
経
験
年
数
や
活
動
に
割
け
る
時
間
な
ど
を
考
慮

し
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
と
、
新
任
委
員
は
あ
れ
も
こ
れ
も
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
い

ろ
い
ろ
な
役
割
を
担
っ
て
い
る（
役
職
を
受
け
て
い
る
）場
合（
同

②
）は
、で
き
る
だ
け
新
任
委
員
が
戸
惑
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

一
斉
改
選
を
前
に
と
と
の
え
て
お
い
て
ほ
し
い
で
す
。

　

一
斉
改
選
の
た
び
に
、
数
百
人
の
欠
員
が
生
じ
て
い
ま
す
。

引
き
継
ぎ
た
く
て
も
、
後
任
者
が
い
な
い
場
合
は
ど
う
し
て
い

く
と
よ
い
と
思
わ
れ
ま
す
か
？

　

後
任
者
が
い
な
い
場
合
（
同
③
）
は
、地
区
民
児
協
の
会
長
や
、

当
該
区
域
と
隣
接
す
る
民
生
委
員
、
市
町
村
民
児
協
事
務
局
な

ど
に
、
引
き
継
ぐ
内
容
を
伝
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

そ
れ
ま
で
担
当
区
域
で
培
っ
て
き
た
つ
な
が
り
や
、
民
生
委

員
の
立
ち
位
置
が
引
き
継
が
れ
な
い
と
い
う
の
は
、本
当
に
も
っ

た
い
な
い
こ
と
で
す
し
、
こ
れ
を
あ
ら
た
め
て
ゼ
ロ
か
ら
築
い

て
い
く
の
は
と
て
も
大
変
な
こ
と
で
す
。

　

後
任
者
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
今
の
う
ち
か
ら
執

行
部
や
事
務
局
と
共
有
で
き
る
よ
う
に
、
各
種
名
簿
や
ケ
ー
ス

記
録
、（
災
害
）
福
祉
マ
ッ
プ
な
ど
の
資
料
と
あ
わ
せ
て
、
担
当

区
域
内
の
情
報
を
整
理
し
て
お
い
て
ほ
し
い
で
す
。

　

次
号
89
号
で
も
、「
あ
な
た
の
区
域
の
留
意
点
」（
同
③
）
を

用
意
す
る
の
で
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
気
を
付
け
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
退
任
さ
れ
た

後
の
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
（
同
②
）
で
す
。

　

と
て
も
大
切
な
こ
と
な
の
で
、
こ
れ
は
地
区
民
児
協
だ
け
で

は
な
く
、
市
町
村
民
児
協
と
し
て
も
取
り
扱
い
を
共
有
し
た
方

が
い
い
と
思
い
ま
す
。
個
人
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
資
料
は
、

後
任
者
に
引
き
継
い
だ
り
事
務
局
等
に
返
却
す
る
こ
と
に
な
る

と
思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
記
憶
に
は
残
り
ま
す
。

　

民
生
委
員
を
辞
め
ら
れ
た
後
も
、
守
秘
義
務
は
あ
り
ま
す
の

で
、
十
分
に
気
を
付
け
て
ほ
し
い
で
す
。

　

退
任
さ
れ
た
後
の
こ
と
、
特
に
地
域
と
の
関
わ
り
方
（
同
②
）

に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
？

　

せ
っ
か
く
の
ご
縁
が
あ
っ
て
民
生
委
員
に
な
っ
た
の
で
、
今

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
協
力
で
き
る
範
囲
で
支
部

（
地
区
）
社
協
な
ど
の
福
祉
活
動
に
は
協
力
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
で
す
ね
。
こ
れ
ま
で
築
い
た
住
民
や
関
係
者
の
方
と
の

つ
な
が
り
を
バ
ッ
サ
リ
切
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
こ
れ
か

ら
も
こ
の
ご
縁
は
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
れ
に
、
自

分
の
健
康
の
た
め
に
も
、
孫
の
世
話
を
し
な
が
ら
地
域
と
の
関

わ
り
は
も
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

退
任
委
員
の
皆
さ
ん
も
、
も
し
健
康
の
う
ち
は
「
体
を
動
か

し
た
い
」、「
地
域
と
の
関
わ
り
を
持
ち
た
い
」
と
い
う
お
気
持

ち
が
あ
れ
ば
、
ど
う
い
っ
た
こ
と
に
参
加
で
き
る
の
か
、
今
か

ら
考
え
て
お
く
と
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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事
務
局

高
橋
会
長

高
橋
会
長

山
名
さ
ん

山
名
さ
ん

山
名
さ
ん

高
橋
会
長

事
務
局

事
務
局

高
橋
会
長

　

続
い
て
、
町
会
・
自
治
会
や
住
民
、
行
政
・
社
協
等
の
関
係

機
関
に
伝
え
た
い
こ
と
に
つ
い
て
お
聴
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
一
斉
改
選
を
前
に
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
す
が
、

町
会
・
自
治
会
や
地
域
住
民
が
集
う
場
に
参
加
す
る
機
会
が
あ

れ
ば
、
年
に
１
回
く
ら
い
は
民
生
委
員
の
活
動
や
役
割
を
説
明

す
る
機
会
を
持
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

地
道
な
こ
と
で
す
が
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

や
っ
ぱ
り
、
興
味
・
関
心
が
あ
る
こ
と
以
外
は
、
１
回
聞
い

た
く
ら
い
で
は
な
か
な
か
記
憶
に
残
ら
な
い
で
す
し
、
町
会
・

自
治
会
は
毎
年
役
員
の
交
代
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。

　

ど
の
よ
う
な
内
容
を
伝
え
て
い
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
か
？

　

ま
ず
は
、
県
民
児
協
の
チ
ラ
シ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
な

基
本
的
な
項
目
（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
①
）
で
す
。

　

本
会
の
チ
ラ
シ
に
掲
載
し
て
い
る
主
な
項
目
は
、
次
の
５
点

に
な
り
ま
す
。

　

①
厚
労
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

②
守
秘
義
務
が
あ
る

　

③
任
期
は
３
年
。
３
年
に
１
度
、
一
斉
改
選
が
あ
る

　

④
役
割
は
「
つ
な
ぐ
」
こ
と

　

⑤
児
童
を
主
に
担
当
す
る
「
主
任
児
童
委
員
」
が
い
る

　

そ
う
し
た
項
目
に
加
え
て
、
次
の
３
点
を
お
願
い
す
る
・
お

伝
え
す
る
項
目（
同
②
）と
し
て
追
加
す
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　

⑥
地
区
民
児
協
や
担
当
区
域
で
取
り
組
む
活
動
内
容
と
、
地

　
　

域
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
こ
と
（
見
守
り
協
力
や
事

　
　

業
の
周
知
、
で
き
る
こ
と
・
で
き
な
い
こ
と
な
ど
）

　

⑦「
生
活
や
福
祉
の
こ
と
で
、
お
困
り
の
方
が
い
た
り
変
わ
っ

　
　

た
こ
と
な
ど
が
あ
っ
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
」

　

⑧「
民
生
委
員
だ
け
で
は
、地
域
の
こ
と
を
把
握
で
き
ま
せ
ん
。

　
　

気
づ
い
た
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
」

　

定
期
的
に
説
明
す
る
機
会
が
な
い
場
合
、
初
め
の
う
ち
は
こ

ち
ら
か
ら
説
明
す
る
時
間
を
求
め
て
い
っ
た
ほ
う
が
い
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
そ
の
時
々
で
説
明
で
き
る
時
間
も
異
な
る
の
で
、
慣

れ
な
い
う
ち
は
、
例
え
ば
３
分
・
５
分
・
10
分
な
ど
、
い
く
つ

か
の
説
明
パ
タ
ー
ン
を
あ
ら
か
じ
め
整
え
て
お
く
（
同
③
）
と

よ
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
民
生
委
員
活
動
の
紹
介
は
、
町
会
・
自
治
会
だ
け

で
は
な
く
、
地
域
住
民
に
も
お
話
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
地

区
民
児
協
の
中
で
も
、
地
域
に
向
け
て
伝
え
る
内
容
を
共
有
す

る
と
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
、
地
域
の
会
合
や
イ
ベ
ン
ト
は
、
お
互
い
に
顔
を
覚

え
る
場
に
も
な
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
参
加
し
て
お
く
と
、
街

で
見
か
け
た
ら
お
声
が
け
も
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
挨
拶
や
世

間
話
が
で
き
る
関
係
性
を
少
し
ず
つ
整
え
て
い
く
と
、
よ
り
地

域
の
情
報
も
入
っ
て
き
や
す
く
な
り
ま
す
か
ら
ね
。

　

た
だ
、
担
当
区
域
内
の
住
民
と
話
し
や
す
い
関
係
性
が
で
き

て
き
て
も
、
以
前
と
比
べ
て
相
談
の
件
数
は
少
な
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
今
は
、
行
政
や
社
協
な
ど
に
専
門
職
が
対
応
し
て

※
地
域
や
関
係
機
関
向
け
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
Ｐ
20
〜
23
下
段

地
域
や
関
係
機
関
に
伝
え
た
い
こ
と
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い
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
、
地
域
の
会
合
や
イ
ベ
ン
ト
は
、
お
互
い
に
顔
を
覚

え
る
場
に
も
な
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
参
加
し
て
お
く
と
、
街

で
見
か
け
た
ら
お
声
が
け
も
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
挨
拶
や
世

間
話
が
で
き
る
関
係
性
を
少
し
ず
つ
整
え
て
い
く
と
、
よ
り
地

域
の
情
報
も
入
っ
て
き
や
す
く
な
り
ま
す
か
ら
ね
。

　

た
だ
、
担
当
区
域
内
の
住
民
と
話
し
や
す
い
関
係
性
が
で
き

て
き
て
も
、
以
前
と
比
べ
て
相
談
の
件
数
は
少
な
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
今
は
、
行
政
や
社
協
な
ど
に
専
門
職
が
対
応
し
て

※
地
域
や
関
係
機
関
向
け
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
Ｐ
20
〜
23
下
段

地
域
や
関
係
機
関
に
伝
え
た
い
こ
と
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事
務
局

高
橋
会
長

高
橋
会
長

山
名
さ
ん

事
務
局

高
橋
会
長

山
名
さ
ん

高
橋
会
長

山
名
さ
ん

く
れ
る
相
談
窓
口
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、
直
接
そ
う
し
た

所
に
相
談
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

た
し
か
に
、
ひ
と
昔
前
と
は
違
っ
て
、
住
民
の
方
が
あ
ら
た

ま
っ
て
相
談
に
来
る
こ
と
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

最
近
は
、
担
当
区
域
内
な
ど
で
お
会
い
し
た
際
に
、「
そ
う
い

え
ば
、
こ
の
間
…
…
」、「
実
は
ね
…
…
」
と
い
う
よ
う
に
、
世

間
話
の
流
れ
で
相
談
に
つ
な
が
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

民
生
委
員
活
動
を
し
て
い
る
と
、
い
つ
・
誰
が
相
談
に
来
る

の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
し
、
意
外
な
人
か
ら
お
話
を
い
た
だ
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。や
っ
ぱ
り
、日
頃
の
挨
拶
や
世
間
話
の
中
か
ら
、

近
況
を
窺
い
知
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
、
一
斉
改
選
の
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
に
お

伝
え
し
て
い
ま
す
か
？

　

地
域
で
は
、
年
に
１
回
の
説
明
時
に
任
期
の
お
話
を
し
て
い

ま
す
が
、
今
期
で
退
任
す
る
立
場
と
し
て
は
後
任
者
が
決
ま
っ

た
ら
、
町
会
・
自
治
会
や
担
当
区
域
内
の
住
民
の
方
な
ど
に
退

任
の
挨
拶
は
し
て
い
き
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
後
任
者
を

探
す
段
階
で
は
、
改
選
の
一
年
以
上
前
か
ら
候
補
者
探
し
の
お

願
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

地
区
民
児
協
の
会
長
と
い
う
立
場
で
言
う
と
、
地
域
の
福
祉

関
係
団
体
が
集
ま
る
会
議
や
、
学
校
の
運
営
協
議
会
、
行
政
や

社
協
の
主
要
会
議
の
場
で
、
一
斉
改
選
の
こ
と
や
候
補
者
探
し
、

そ
の
推
薦
な
ど
へ
の
協
力
は
お
伝
え
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
の
関
係
部
局
に
向
け
て
伝
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

行
政
の
福
祉
関
係
部
局
や
福
祉
関
係
団
体
の
皆
さ
ん
に
は
、

民
生
委
員
や
そ
の
活
動
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
以
外
の
教
育
や
防
災
、
市
民
担
当
課
な
ど
で
は
、
ま

だ
ま
だ
理
解
が
深
ま
っ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

一
斉
改
選
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
町
会
・
自
治
会
や
地
域

住
民
と
同
様
に
、
継
続
的
に
活
動
や
役
割
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
っ

た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

た
し
か
に
、
そ
う
で
す
ね
。
年
に
数
回
、
教
育
関
連
会
議
や

防
災
訓
練
の
場
で
顔
を
あ
わ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
民
生
委

員
の
名
称
は
知
っ
て
い
て
も
活
動
内
容
や
地
域
で
の
役
割
ま
で

は
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、そ
う
し
た
機
会
が
あ
る
と
、チ
ラ
シ
を
お
渡
し
し
た
り
、

Ｐ
Ｒ
す
る
時
間
を
い
た
だ
い
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
関
係
機
関
で
い
う
と
、
地
域
の
祭
り
や
啓
発
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
顔
を
合
わ
す
機
会
の
多
い
、
公
民
館
や
郵
便
局
の

職
員
の
方
、
派
出
所
の
お
巡
り
さ
ん
な
ど
に
も
、
民
生
委
員
の

こ
と
や
地
域
の
取
り
組
み
の
こ
と
を
話
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
や
関
係
機
関
の
方
に
は
、
一
気
に
理
解
が
深
ま
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ま
ず
は
挨
拶
や
世
間
話
を
通
し
て
、
ゆ
っ

く
り
と
顔
と
名
前
（「
民
生
委
員
の
〇
〇
さ
ん
」）
を
覚
え
て
も

ら
う
こ
と
に
努
め
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
覚
え
て
も
ら
う
だ
け
で
は
な
く
て
、
こ
ち
ら
も

相
手
の
顔
と
名
前
、
そ
の
方
の
地
域
で
の
役
割
を
覚
え
な
が
ら
、

自
分（
民
生
委
員
）と
の
接
点
を
考
え
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

特
に
、
町
会
・
自
治
会
や
地
区
社
協
な
ど
、
関
わ
り
の
多
い

関
係
機
関
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
（
同
④
）
の
顔
は
、
交
代
す
る
た

び
に
、
で
き
る
だ
け
早
く
覚
え
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
改
選
を
前
に
、
あ
ら
た
め
て
地
域
に
伝
え
る
こ
と
を
、

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
活
用
し
な
が
ら
整
理
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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で
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ま
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、
ひ
と
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前
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は
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っ
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、
住
民
の
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が
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た

ま
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て
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談
に
来
る
こ
と
は
少
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く
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り
ま
し
た
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最
近
は
、
担
当
区
域
内
な
ど
で
お
会
い
し
た
際
に
、「
そ
う
い

え
ば
、
こ
の
間
…
…
」、「
実
は
ね
…
…
」
と
い
う
よ
う
に
、
世

間
話
の
流
れ
で
相
談
に
つ
な
が
る
こ
と
が
多
い
で
す
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民
生
委
員
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動
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と
、
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誰
が
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の
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、
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、
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に
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に
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や
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時
間
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の
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で
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と
、
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祭
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ど
で
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の
多
い
、
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や
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の
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の
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の
お
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な
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や
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取
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の
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と
を
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。
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や
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の
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に
は
、
一
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に
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が
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は
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で
、
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に
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、
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も
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だ
け
で
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、
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、
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で
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、

自
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も
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す
。

　

特
に
、
町
会
・
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や
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ど
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の
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と
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で
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。
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、
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に
、
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に
伝
え
る
こ
と
を
、

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
活
用
し
な
が
ら
整
理
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。



２  事業計画・予算

委

委

派

派

派

派

独

委

派

委

委

独

委

派

独

独

委

独 …委託

…独自

…派遣

新
任
民
生
委
員
児
童
委
員
研
修
会

　
　
（
場
所
）
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

４
月
４
月

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
研

究
協
議
会    （
場
所
）
埼
玉
県
熊
谷
市

相
談
技
法
研
修
会

　
　
（
場
所
）
千
葉
市
内

主
任
児
童
委
員
研
修
会

　
　
（
場
所
）
千
葉
市
内

未
定

民
生
委
員
・
児
童
委
員
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
　
（
場
所
）
全
社
協
・
灘
尾
ホ
ー
ル

全
国
児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
活
動
研
修
会

　
　
（
場
所
）
全
社
協
・
灘
尾
ホ
ー
ル

全
国
民
生
委
員
指
導
者
研
修
会
（
第
35
回
全
国

民
生
委
員
大
学
）　　
（
場
所
）
神
奈
川
県

10（
木
）

11（
金
）

９
月
９
月

1100
月月

1212
月月

２２
月月

３３
月月

研
修
会
等

　
　

日
程
表

令 和
７年度

７（
木
）

８（
金
）

新
任
民
生
委
員
児
童
委
員
研
修
会

（
場
所
）
千
葉
市
民
会
館
・
大
ホ
ー
ル

（
場
所
）
君
津
市
民
文
化
ホ
ー
ル
・
大
ホ
ー
ル

（
場
所
）
流
山
市
民
会
館
・
ホ
ー
ル

（
場
所
）
千
葉
市
民
会
館
・
大
ホ
ー
ル

第
94
回
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

（
場
所
）
北
海
道
札
幌
市

４（
木
）

５（
金
）

単
位
民
児
協
会
長
研
修
会

　
　
（
場
所
）
千
葉
市
内

未
定

未
定

18（
金
）

第
21
回
千
葉
県
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

（
場
所
）
青
葉
の
森
公
園
芸
術
文
化
ホ
ー
ル

21（
火
）

市
町
村
民
児
協
事
務
局
会
議

　
　
（
開
催
方
法
）
オ
ン
ラ
イ
ン

６
月
６
月未

定
12（
金
）

15（
月
）

18（
木
）

23（
火
）

７７
月月

リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
　
（
場
所
）
千
葉
市
内

未
定

事
例
検
討
研
修
会

（
場
所
）
千
葉
県
教
育
会
館

（
場
所
）
山
武
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

（
場
所
）
千
葉
県
教
育
会
館

（
場
所
）
千
葉
県
教
育
会
館

３（
木
）

18（
金
）

29（
火
）

30（
水
）

事
例
検
討
研
修
会

（
場
所
）
船
橋
市
西
部
公
民
館

（
場
所
）
船
橋
市
西
部
公
民
館

（
場
所
）
横
芝
光
町
文
化
会
館

19（
木
）

20（
金
）

27（
金
）

８８
月月30（

木
）

31（
金
）

４（
水
）

～
６（
金
）

  

単
位
民
児
協
会
長
研
修
会
（
全
１
回
）

　
　

  

単
位
民
児
協
会
長
を
対
象
に
、
民
児
協
の
組

  
織
運
営
等
を
学
び
ま
す
。

独
自
研
修

  

相
談
技
法
研
修
会
（
全
１
回
）

　
　

  

住
民
と
の
会
話
や
相
談
を
受
け
る
際
に
必
要

  

と
な
る
「
傾
聴
技
法
」
や
、
相
談
を
受
け
る
「
心

  

構
え
」
等
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

派
遣
研
修

　

全
民
児
連
等
が
主
催
す
る
研
修
会
に
県
内
委
員
を

派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
方
法
は
、
そ
の
他
研
修
と
同
様
、
本
会
か
ら

の
案
内
に
対
し
、
希
望
の
あ
る
市
町
村
民
児
協
が
申

込
み
を
し
ま
す
。

　

左
記
①
・
③
・
④
の
研
修
会
費
用
は
、
全
て
（
参
加

費
含
む
）
市
町
村
民
児
協
ま
た
は
地
区
民
児
協
の
負

担
と
な
り
ま
す
。（
※
②
・
⑤
は
本
会
負
担
）

①
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

②
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活

　

動
研
究
協
議
会

③
民
生
委
員
・
児
童
委
員
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

④
全
国
児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
活
動
研

　

修
会

⑤
全
国
民
生
委
員
指
導
者
研
修
会

 研修の部

○
委
託
研
修
（
①
会
長
・
②
新
任
・
③
主
任
・

　

④
事
例
研
修
）

○
独
自
研
修
（
⑤
相
談
技
法
・
⑥
リ
ー
ダ
ー
）

○
派
遣
研
修

①
理
事
会
・
評
議
員
会

②
正
副
会
長
会
議

③
慶
弔
事
業
（
全
国
互
助
事
業
を
含
む
）

①
第
21
回
千
葉
県
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

②
指
定
民
児
協
助
成
事
業

③
市
町
村
民
児
協
事
務
局
会
議

④
主
任
児
童
委
員
連
絡
会

⑤
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
関
連
事
業

⑥
ち
ば
民
児
協
だ
よ
り
の
発
行

⑦
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
事
業

⑧
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
ハ
ン
ド
ブ

　

ッ
ク
の
配
付

⑨「
市
町
村
民
児
協
事
務
局
運
営
の
手
引
き
」

　

の
作
成

指導の部

法 人
事 業

２
．公
益
目
的
事
業（
指
導
の
部
）

　

本
会
の
令
和
７
年
度
事
業
計
画
と
予
算
の
概

要
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
の
事
業
は
、
大
き
く
公
益
目
的
事
業
と

法
人
事
業
の
２
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳

細
を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
千
葉
県
民
児
協

Ｈ
Ｐ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

  

新
任
民
生
委
員
児
童
委
員
研
修
会
（
全
５
回
）

　
　

  

新
任
委
員
を
対
象
に
、
制
度
や
歴
史
、
地
域

  

で
の
役
割
、
活
動
内
容
等
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

委
託
研
修

１
．公
益
目
的
事
業（
研
修
の
部
）

公益目的事業  

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
（
全
１
回
）

　
　

  

地
区
民
児
協
の
リ
ー
ダ
ー
層
を
対
象
に
、
地

  

区
民
児
協
の
運
営
や
地
域
と
の
向
き
合
い
方
等

  

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

  

事
例
検
討
研
修
会
（
全
７
回
）

　
　

  

中
堅
委
員
を
主
対
象
に
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

  

を
通
し
、
実
践
的
な
事
例
検
討
等
を
行
い
ま
す
。

  

主
任
児
童
委
員
研
修
会
（
全
１
回
）

　
　

  

主
任
児
童
委
員
を
対
象
に
、
児
童
を
取
り
巻

  

く
環
境
や
、
地
域
の
中
で
の
活
動
・
役
割
等
に

  

つ
い
て
学
び
ま
す
。

  

指
定
民
児
協
助
成
事
業

　
　

  

市
町
村
や
地
区
民
児
協
の
組
織
・
活
動
強
化

  

を
目
的
と
し
た
助
成
制
度
で
す
。
毎
年
度
、
12

  

月
頃
に
翌
年
度
の
助
成
先
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ア
．
助
成
額
…
…
１
ヶ
年
度
10
万
円

イ
．
年
度    

…
…
２
ヶ
年
度

ウ
．
助
成
の
種
類

　
　
　

助
成
は
、
２
種
類
（
①
県
民
児
協
指
定
・
②

　
　

全
国
互
助
事
業
指
定
）
あ
り
、
各
２
民
児
協
、

　
　

計
４
民
児
協
を
指
定
。

エ
．
現
在
の
助
成
先

　
　
（
Ｒ
６
・
７
）
木
更
津
市
富
来
田
地
区
（
同
①
）

　
　
（
Ｒ
７
・
８
）  

新
規
２
地
区
（
同
②
）

　
　

※
指
定
を
受
け
た
民
児
協
に
は
、
計
画
す
る
活

　
　
　

動
に
関
す
る
研
修
（
無
料
）
を
受
講
し
て
い

　
　
　

た
だ
き
ま
す
。

  

市
町
村
民
児
協
事
務
局
会
議

　
　

  

市
町
村
民
児
協
事
務
局
を
対
象
に
、
令
和
７

  

年
度
の
事
業
計
画
・
県
大
会
の
説
明
や
グ
ル
ー

  

プ
ワ
ー
ク
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

  

第
21
回
千
葉
県
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

　
　

  

３
年
に
１
度
開
催
さ
れ
る
県
大
会
の
実
施
及

  

び
、
そ
の
運
営
方
法
等
を
協
議
す
る
運
営
委
員

  

会
を
開
催
し
ま
す
。

１４

６

２

５

３２３ １

令
和
７
年
度　

県
民
児
協

事
業
計
画
・
予
算

計
画
の
部
（
概
要
版
）

２



２  事業計画・予算

委

委

派

派

派

派

独

委

派

委

委

独

委

派

独

独

委

独 …委託

…独自

…派遣

新
任
民
生
委
員
児
童
委
員
研
修
会

　
　
（
場
所
）
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

４
月
４
月

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
研

究
協
議
会    （
場
所
）
埼
玉
県
熊
谷
市

相
談
技
法
研
修
会

　
　
（
場
所
）
千
葉
市
内

主
任
児
童
委
員
研
修
会

　
　
（
場
所
）
千
葉
市
内

未
定

民
生
委
員
・
児
童
委
員
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
　
（
場
所
）
全
社
協
・
灘
尾
ホ
ー
ル

全
国
児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
活
動
研
修
会

　
　
（
場
所
）
全
社
協
・
灘
尾
ホ
ー
ル

全
国
民
生
委
員
指
導
者
研
修
会
（
第
35
回
全
国

民
生
委
員
大
学
）　　
（
場
所
）
神
奈
川
県

10（
木
）

11（
金
）

９
月
９
月

1100
月月

1212
月月

２２
月月

３３
月月

研
修
会
等

　
　

日
程
表

令 和
７年度

７（
木
）

８（
金
）

新
任
民
生
委
員
児
童
委
員
研
修
会

（
場
所
）
千
葉
市
民
会
館
・
大
ホ
ー
ル

（
場
所
）
君
津
市
民
文
化
ホ
ー
ル
・
大
ホ
ー
ル

（
場
所
）
流
山
市
民
会
館
・
ホ
ー
ル

（
場
所
）
千
葉
市
民
会
館
・
大
ホ
ー
ル

第
94
回
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

（
場
所
）
北
海
道
札
幌
市

４（
木
）

５（
金
）

単
位
民
児
協
会
長
研
修
会

　
　
（
場
所
）
千
葉
市
内

未
定

未
定

18（
金
）

第
21
回
千
葉
県
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

（
場
所
）
青
葉
の
森
公
園
芸
術
文
化
ホ
ー
ル

21（
火
）

市
町
村
民
児
協
事
務
局
会
議

　
　
（
開
催
方
法
）
オ
ン
ラ
イ
ン

６
月
６
月未

定
12（
金
）

15（
月
）

18（
木
）

23（
火
）

７７
月月

リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
　
（
場
所
）
千
葉
市
内

未
定

事
例
検
討
研
修
会

（
場
所
）
千
葉
県
教
育
会
館

（
場
所
）
山
武
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

（
場
所
）
千
葉
県
教
育
会
館

（
場
所
）
千
葉
県
教
育
会
館

３（
木
）

18（
金
）

29（
火
）

30（
水
）

事
例
検
討
研
修
会

（
場
所
）
船
橋
市
西
部
公
民
館

（
場
所
）
船
橋
市
西
部
公
民
館

（
場
所
）
横
芝
光
町
文
化
会
館

19（
木
）

20（
金
）

27（
金
）

８８
月月30（

木
）

31（
金
）

４（
水
）

～
６（
金
）

  

単
位
民
児
協
会
長
研
修
会
（
全
１
回
）

　
　

  

単
位
民
児
協
会
長
を
対
象
に
、
民
児
協
の
組

  

織
運
営
等
を
学
び
ま
す
。

独
自
研
修

  

相
談
技
法
研
修
会
（
全
１
回
）

　
　

  

住
民
と
の
会
話
や
相
談
を
受
け
る
際
に
必
要

  
と
な
る
「
傾
聴
技
法
」
や
、
相
談
を
受
け
る
「
心

  
構
え
」
等
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

派
遣
研
修

　

全
民
児
連
等
が
主
催
す
る
研
修
会
に
県
内
委
員
を

派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
方
法
は
、
そ
の
他
研
修
と
同
様
、
本
会
か
ら

の
案
内
に
対
し
、
希
望
の
あ
る
市
町
村
民
児
協
が
申

込
み
を
し
ま
す
。

　

左
記
①
・
③
・
④
の
研
修
会
費
用
は
、
全
て
（
参
加

費
含
む
）
市
町
村
民
児
協
ま
た
は
地
区
民
児
協
の
負

担
と
な
り
ま
す
。（
※
②
・
⑤
は
本
会
負
担
）

①
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

②
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活

　

動
研
究
協
議
会

③
民
生
委
員
・
児
童
委
員
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

④
全
国
児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
活
動
研

　

修
会

⑤
全
国
民
生
委
員
指
導
者
研
修
会

 研修の部

○
委
託
研
修
（
①
会
長
・
②
新
任
・
③
主
任
・

　

④
事
例
研
修
）

○
独
自
研
修
（
⑤
相
談
技
法
・
⑥
リ
ー
ダ
ー
）

○
派
遣
研
修

①
理
事
会
・
評
議
員
会

②
正
副
会
長
会
議

③
慶
弔
事
業
（
全
国
互
助
事
業
を
含
む
）

①
第
21
回
千
葉
県
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

②
指
定
民
児
協
助
成
事
業

③
市
町
村
民
児
協
事
務
局
会
議

④
主
任
児
童
委
員
連
絡
会

⑤
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
関
連
事
業

⑥
ち
ば
民
児
協
だ
よ
り
の
発
行

⑦
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
事
業

⑧
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
ハ
ン
ド
ブ

　

ッ
ク
の
配
付

⑨「
市
町
村
民
児
協
事
務
局
運
営
の
手
引
き
」

　

の
作
成

指導の部

法 人
事 業

２
．公
益
目
的
事
業（
指
導
の
部
）

　

本
会
の
令
和
７
年
度
事
業
計
画
と
予
算
の
概

要
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
の
事
業
は
、
大
き
く
公
益
目
的
事
業
と

法
人
事
業
の
２
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳

細
を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
千
葉
県
民
児
協

Ｈ
Ｐ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

  

新
任
民
生
委
員
児
童
委
員
研
修
会
（
全
５
回
）

　
　

  

新
任
委
員
を
対
象
に
、
制
度
や
歴
史
、
地
域

  

で
の
役
割
、
活
動
内
容
等
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

委
託
研
修

１
．公
益
目
的
事
業（
研
修
の
部
）

公益目的事業  

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
（
全
１
回
）

　
　

  

地
区
民
児
協
の
リ
ー
ダ
ー
層
を
対
象
に
、
地

  

区
民
児
協
の
運
営
や
地
域
と
の
向
き
合
い
方
等

  

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

  

事
例
検
討
研
修
会
（
全
７
回
）

　
　

  

中
堅
委
員
を
主
対
象
に
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

  

を
通
し
、
実
践
的
な
事
例
検
討
等
を
行
い
ま
す
。

  

主
任
児
童
委
員
研
修
会
（
全
１
回
）

　
　

  

主
任
児
童
委
員
を
対
象
に
、
児
童
を
取
り
巻

  

く
環
境
や
、
地
域
の
中
で
の
活
動
・
役
割
等
に

  

つ
い
て
学
び
ま
す
。

  

指
定
民
児
協
助
成
事
業

　
　

  

市
町
村
や
地
区
民
児
協
の
組
織
・
活
動
強
化

  

を
目
的
と
し
た
助
成
制
度
で
す
。
毎
年
度
、
12

  

月
頃
に
翌
年
度
の
助
成
先
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ア
．
助
成
額
…
…
１
ヶ
年
度
10
万
円

イ
．
年
度    

…
…
２
ヶ
年
度

ウ
．
助
成
の
種
類

　
　
　

助
成
は
、
２
種
類
（
①
県
民
児
協
指
定
・
②

　
　

全
国
互
助
事
業
指
定
）
あ
り
、
各
２
民
児
協
、

　
　

計
４
民
児
協
を
指
定
。

エ
．
現
在
の
助
成
先

　
　
（
Ｒ
６
・
７
）
木
更
津
市
富
来
田
地
区
（
同
①
）

　
　
（
Ｒ
７
・
８
）  

新
規
２
地
区
（
同
②
）

　
　

※
指
定
を
受
け
た
民
児
協
に
は
、
計
画
す
る
活

　
　
　

動
に
関
す
る
研
修
（
無
料
）
を
受
講
し
て
い

　
　
　

た
だ
き
ま
す
。

  

市
町
村
民
児
協
事
務
局
会
議

　
　

  

市
町
村
民
児
協
事
務
局
を
対
象
に
、
令
和
７

  

年
度
の
事
業
計
画
・
県
大
会
の
説
明
や
グ
ル
ー

  

プ
ワ
ー
ク
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

  

第
21
回
千
葉
県
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

　
　

  

３
年
に
１
度
開
催
さ
れ
る
県
大
会
の
実
施
及

  

び
、
そ
の
運
営
方
法
等
を
協
議
す
る
運
営
委
員

  

会
を
開
催
し
ま
す
。

１４

６

２

５

３２３ １

令
和
７
年
度　

県
民
児
協

事
業
計
画
・
予
算

計
画
の
部
（
概
要
版
）

２



２  事業計画・予算２  事業計画・予算

１２３ ９ ７８ ４５６

経常収益計：56,217 千円

（前年比＋986 千円）

県補助金　　　：6,298 千円
全民児連助成金：3,194 千円
県共募助成金　：1,000 千円
その他　　　　：    200 千円

補助金・助成金：10,692 千円
（前年比＋759 千円）

全国派遣研修に係る市町村
参加者負担金等

全国派遣研修・全国大会負担金
3,377 千円（前年比+２千円）

57.5%

19.0%

17.4%

4,400円×7,356名（実数）

会費：32,366 千円
（前年比＋176千円）

県・中核市研修受託
金 9,776 千円
（前年比＋48 千円）

基本財産・特定資
産等の受取利息

その他：６千円
（前年比＋１千円）

支払負担金：6,002 千円
（前年比＋85 千円）

55.7%5.8%

人件費：33,480 千円
（前年比＋80 千円）

7.7%

4.4%
賃借料：2,493 千円
（前年比－273 千円）

全民児連会費（実数）、
その他派遣研修参加費

研修会会場賃借料等

会議費：3,516 千円
（前年比－17 千円）
全国大会参加費等

諸謝金：2,660 千円
（前年比－271 千円）
研修会講師謝金等

旅費交通費：1,317 千円
（前年比＋13 千円）
研修会・役員会等

通信運搬費：1,297 千円
（前年比＋346 千円）
電話・切手・宅配便等

消耗品費：2,047 千円
（前年比＋965 千円）
事務用品等

その他：1,478 千円
（前年比＋343 千円）
慶弔費・県大会臨時雇賃金・燃
料費・保険料・租税公課・消耗
什器備品費・委託費・役務費等

2.4%

2.2%

1.6%

4.1%

2.2%

経常費用計：60,157 千円

（前年比＋3,786 千円）

職員５名

減価償却費：946 千円
（前年比＋122 千円）
車両・会計ソフト等

0.5%

6.0%

　本会会費は、会員一人当たり 4,400 円
（実数）を頂戴しています。この内訳は、
本会事業には 3,680 円が充てられていま
す。その他全民児連には県内一人当たり
700 円（実数）、関東ブロック研究協議
会には一人当たり 20 円（定数）を納入
しています。この２つの支出は（左頁）「支
払負担金」の一部がそれに該当します。

印刷製本費：4,621 千円
（前年比＋2,515 千円）
研修会資料・広報紙等

3.4%
0.1%

支払助成金：300 千円
（前年比＋100 千円）
指定民児協助成金

10.0%

理
事
会
・
評
議
員
会（
理
事
会
４
・
評
議
員
会
３
回
）

本
会
の
事
業
に
関
す
る
事
業
計
画
・
報
告
等

に
つ
い
て
審
議
・
検
討
し
ま
す
。

承
認
を
受
け
た
事
業
計
画
・
報
告
等
は
、
本

会
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
ま
す
。

３
．
法
人
事
業

  

正
副
会
長
会
議
（
年
９
回
程
度
）

　
　

右
記
①
で
決
定
し
た
事
業
計
画
を
も
と
に
、
具

　

体
的
な
実
施
方
法
等
を
検
討
し
ま
す
。

  

慶
弔
事
業

　
　

全
社
協
が
実
施
す
る
「
全
国
互
助
共
励
事
業
」

　

や
、
本
会
の
「
慶
弔
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
　

両
事
業
と
も
、
市
町
村
民
児
協
事
務
局
を
通
し

　

て
の
申
請
及
び
給
付
と
な
り
ま
す
。

  

ア
ー
カ
イ
ブ
ス
事
業

  「
市
町
村
民
児
協
事
務
局
運
営
の
手
引
き
」
の
作
成

　
　

  

市
町
村
民
児
協
事
務
局
向
け
に
、
民
児
協
の
運

  

営
方
法
等
に
関
す
る
手
引
き
を
作
成
し
ま
す
。

　

理
事
会
及
び
評
議
員
会
の
結
果
概
要
は
、
そ
の

都
度
、
市
町
村
民
児
協
事
務
局
に
ご
案
内
し
て
い

ま
す
。（
本
会
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
）　

　本会ＨＰには、法人
運営に関する事業計画・

　

令
和
７
年
度
の
予
算
概
要
は
、
左
図
「
①
収
入
の
内
訳
」・「
②
支

出
の
内
訳
」
の
通
り
と
な
り
ま
す
。

　

収
入
は
、
昨
年
度
と
同
様
、
主
に
皆
さ
ま
か
ら
の
会
費
や
県
補
助

金
・
全
民
児
連
助
成
金
を
は
じ
め
、
県
・
中
核
市
か
ら
の
研
修
受
託

金
等
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
支
出
は
、
主
に
職
員

の
人
件
費
や
支
払
負
担
金
、
印
刷
製
本
費
等
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
左
図
は
、
事
業
費
と
管
理
費
を
含
め
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
収
入
及
び
支
出
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
細
な
内
容
を
ご
覧

に
な
り
た
い
方
は
、
本
会
Ｈ
Ｐ
に
平
成
25
年
度
以
降
の
財
務
諸
表
等

を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
役
員
構
成
は
、
各
市
町
村
民
児
協
会
長

の
ほ
か
、
県
健
康
福
祉
指
導
課
長
、
県
児
童
家
庭

課
長
、
県
社
協
常
務
理
事
及
び
事
務
局
長
に
よ
り

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

https://chiba-minkyo.or.jp/URL

本会ＨＰについて

  

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
配
付

  

主
任
児
童
委
員
連
絡
会
（
年
２
回
）

　
　

  

主
任
児
童
委
員
活
動
の
理
解
促
進
を
図
る
た

  
め
の
方
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

  

ち
ば
民
児
協
だ
よ
り
の
発
行

　
　

  

定
例
会
に
資
す
る
広
報
誌
と
し
て
「
ち
ば
民

  

児
協
だ
よ
り
」
を
年
２
回
発
行
し
ま
す
。

  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
関
連
事
業

　
　

定
期
的
な
Ｈ
Ｐ
の
更
新
を
通
し
、
情
報
提
供
及

  

び
Ｐ
Ｒ
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

報告や定款・諸規程をはじめ、地区民
児協別の民生委員活動、関連法令、本
誌バックナンバー、活動支援動画等を
掲載しています。
　お時間のある時に、上記ＱＲコード
や下記ＵＲＬよりご覧ください。

予算の部
（概要版）

支出の内訳
（概要）２ 収入の内訳

（概要）１



２  事業計画・予算２  事業計画・予算

１２３ ９ ７８ ４５６

経常収益計：56,217 千円

（前年比＋986 千円）

県補助金　　　：6,298 千円
全民児連助成金：3,194 千円
県共募助成金　：1,000 千円
その他　　　　：    200 千円

補助金・助成金：10,692 千円
（前年比＋759 千円）

全国派遣研修に係る市町村
参加者負担金等

全国派遣研修・全国大会負担金
3,377 千円（前年比+２千円）

57.5%

19.0%

17.4%

4,400円×7,356名（実数）

会費：32,366 千円
（前年比＋176千円）

県・中核市研修受託
金 9,776 千円
（前年比＋48 千円）

基本財産・特定資
産等の受取利息

その他：６千円
（前年比＋１千円）

支払負担金：6,002 千円
（前年比＋85 千円）

55.7%5.8%

人件費：33,480 千円
（前年比＋80 千円）

7.7%

4.4%
賃借料：2,493 千円
（前年比－273 千円）

全民児連会費（実数）、
その他派遣研修参加費

研修会会場賃借料等

会議費：3,516 千円
（前年比－17 千円）
全国大会参加費等

諸謝金：2,660 千円
（前年比－271 千円）
研修会講師謝金等

旅費交通費：1,317 千円
（前年比＋13 千円）
研修会・役員会等

通信運搬費：1,297 千円
（前年比＋346 千円）
電話・切手・宅配便等

消耗品費：2,047 千円
（前年比＋965 千円）
事務用品等

その他：1,478 千円
（前年比＋343 千円）
慶弔費・県大会臨時雇賃金・燃
料費・保険料・租税公課・消耗
什器備品費・委託費・役務費等

2.4%

2.2%

1.6%

4.1%

2.2%

経常費用計：60,157 千円

（前年比＋3,786 千円）

職員５名

減価償却費：946 千円
（前年比＋122 千円）
車両・会計ソフト等

0.5%

6.0%

　本会会費は、会員一人当たり 4,400 円
（実数）を頂戴しています。この内訳は、
本会事業には 3,680 円が充てられていま
す。その他全民児連には県内一人当たり
700 円（実数）、関東ブロック研究協議
会には一人当たり 20 円（定数）を納入
しています。この２つの支出は（左頁）「支
払負担金」の一部がそれに該当します。

印刷製本費：4,621 千円
（前年比＋2,515 千円）
研修会資料・広報紙等

3.4%
0.1%

支払助成金：300 千円
（前年比＋100 千円）
指定民児協助成金

10.0%

理
事
会
・
評
議
員
会（
理
事
会
４
・
評
議
員
会
３
回
）

本
会
の
事
業
に
関
す
る
事
業
計
画
・
報
告
等

に
つ
い
て
審
議
・
検
討
し
ま
す
。

承
認
を
受
け
た
事
業
計
画
・
報
告
等
は
、
本

会
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
ま
す
。

３
．
法
人
事
業

  
正
副
会
長
会
議
（
年
９
回
程
度
）

　
　

右
記
①
で
決
定
し
た
事
業
計
画
を
も
と
に
、
具

　

体
的
な
実
施
方
法
等
を
検
討
し
ま
す
。

  

慶
弔
事
業

　
　

全
社
協
が
実
施
す
る
「
全
国
互
助
共
励
事
業
」

　

や
、
本
会
の
「
慶
弔
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
　

両
事
業
と
も
、
市
町
村
民
児
協
事
務
局
を
通
し

　

て
の
申
請
及
び
給
付
と
な
り
ま
す
。

  

ア
ー
カ
イ
ブ
ス
事
業

  「
市
町
村
民
児
協
事
務
局
運
営
の
手
引
き
」
の
作
成

　
　

  

市
町
村
民
児
協
事
務
局
向
け
に
、
民
児
協
の
運

  

営
方
法
等
に
関
す
る
手
引
き
を
作
成
し
ま
す
。

　

理
事
会
及
び
評
議
員
会
の
結
果
概
要
は
、
そ
の

都
度
、
市
町
村
民
児
協
事
務
局
に
ご
案
内
し
て
い

ま
す
。（
本
会
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
）　

　本会ＨＰには、法人
運営に関する事業計画・

　

令
和
７
年
度
の
予
算
概
要
は
、
左
図
「
①
収
入
の
内
訳
」・「
②
支

出
の
内
訳
」
の
通
り
と
な
り
ま
す
。

　

収
入
は
、
昨
年
度
と
同
様
、
主
に
皆
さ
ま
か
ら
の
会
費
や
県
補
助

金
・
全
民
児
連
助
成
金
を
は
じ
め
、
県
・
中
核
市
か
ら
の
研
修
受
託

金
等
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
支
出
は
、
主
に
職
員

の
人
件
費
や
支
払
負
担
金
、
印
刷
製
本
費
等
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
左
図
は
、
事
業
費
と
管
理
費
を
含
め
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
収
入
及
び
支
出
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
細
な
内
容
を
ご
覧

に
な
り
た
い
方
は
、
本
会
Ｈ
Ｐ
に
平
成
25
年
度
以
降
の
財
務
諸
表
等

を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
役
員
構
成
は
、
各
市
町
村
民
児
協
会
長

の
ほ
か
、
県
健
康
福
祉
指
導
課
長
、
県
児
童
家
庭

課
長
、
県
社
協
常
務
理
事
及
び
事
務
局
長
に
よ
り

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

https://chiba-minkyo.or.jp/URL

本会ＨＰについて

  

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
配
付

  

主
任
児
童
委
員
連
絡
会
（
年
２
回
）

　
　

  

主
任
児
童
委
員
活
動
の
理
解
促
進
を
図
る
た

  

め
の
方
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

  

ち
ば
民
児
協
だ
よ
り
の
発
行

　
　

  

定
例
会
に
資
す
る
広
報
誌
と
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報告や定款・諸規程をはじめ、地区民
児協別の民生委員活動、関連法令、本
誌バックナンバー、活動支援動画等を
掲載しています。
　お時間のある時に、上記ＱＲコード
や下記ＵＲＬよりご覧ください。

予算の部
（概要版）

支出の内訳
（概要）２ 収入の内訳

（概要）１



電話：043-246-6011 ／ FAX：043-248-0084　E-mail：home@chiba-minkyo.or.jp

発行人 ： 公益財団法人 千葉県民生委員児童委員協議会　会長　高橋 君枝

発行日 ： 令和７年３月 31 日

発行所 ： 公益財団法人 千葉県民生委員児童委員協議会
〒260-0026　千葉市中央区千葉港４－５　千葉県社会福祉センター内

作　　成 ： 公益財団法人千葉県民生委員児童委員協議会「ちば民児協だより編集委員会」

その他 　： 

作成協力 ： 合同会社 泉惠造研修企画工房

本会会員以外の方が複製・転載等で使用される際は、事前
にお申し出ください。本誌の発行には、皆様の善意による
共同募金の配分金を一部活用させていただいております。

　本会では、定例会等で活用できる「活動支援
動画」を作成しＨＰに掲載しています。
　昨年は、「メンタルヘルスと民生委員・児童
委員」をテーマに、メンタルヘルスの概要やス
トレスチェック、ストレスを溜めない思考法、
活動上の留意点等について、アクティヴリッス
ン代表の澤村直樹氏に解説していただきまし
た。（令和６年３月掲載・約１時間 30 分）
　本年度は、この続編として、同氏に住民との

　本号では、「委員活動再点検」と
題して特集を組みました。一斉改
選を前に、これまでの活動や住民
への向き合い方などについて各自

で振り返った後は、その中で感じた地域や民生
委員活動に対する思いを、委員仲間と一緒に語
り合ってみてください。

・
　皆さんの地区でも、今年の一斉改選を機に退
任される委員がいることかと思います。現メン
バーで活動するのも残すところ８か月。定例会
も７・８回を数えるばかりです。
　これからの定例会では、少しでも多く「話す・
伝える・語る」機会を作ってください。
　次号 89 号（Ｒ７秋）は、一斉改選直前号と
して「引き継ぐモノ・コト」を特集する予定です。
　　　ちば民児協だより編集委員長　山名 恵子

●「民生委員・児童委員活動のイロハ」
●「Ⅰ．訪問活動」　
●「Ⅱ．個人情報の取り扱い」
●「Ⅲ．関係機関との向き合い方」
●「Ⅳ．金銭に関する相談・対応」
●「Ⅴ．職務上の地位と活動」
●「Ⅵ．災害に備えた取り組み」

「民生委員・児童委員活動ハンドブック」
解説動画

　本会では、全委員に「民生委員・児童委
員活動ハンドブック」を配付しています（表
紙画像はＰ12 参照）。
　このハンドブックの内容を解説する動画
についても、本会ＨＰに掲載しています。

（URL）https://chiba-minkyo.or.jp/support-movie/

（URL）https://chiba-minkyo.or.jp/handbook/

会話や対応方法、活動するうえで気持ちの持ち方等についてＱ＆Ａ方式で解説をいた
だいています。（令和７年３月末掲載予定・約１時間 30 分）

・
　その他、本会ＨＰには下記動画や本誌関連動画なども掲載していますので、ぜひ地
区民児協の定例会や勉強会等でご活用ください。

活動支援動画
　「メンタルヘルスと民生委員・児童委員２」について

編集後記
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一斉改選を前に
　委員活動を再点検

高橋会長＋山名編集委員長に聴く！
伝えたいこと
継続委員／リーダー層／退任委員
／地域や関係機関１

特 集

ちち ばば

だだ よよ

民民

りり

児児 協協

8888

今
よ
り
も
っ
と

活
動
し
や
す
い
環
境
を

と
と
の
え
て
い
く
た
め
に
は

委
員
一
人
ひ
と
り
が

担
当
区
域
の
取
り
組
み
や

そ
こ
に
暮
ら
す
住
民
と
の
向
き
合
い
方
に
つ
い
て

振
り
返
る
こ
と

そ
し
て

委
員
仲
間
と
、
い
ろ
い
ろ
な
思
い
を
持
ち
寄
り

地
域
の
こ
と
や
活
動
の
や
り
が
い
、
不
安
、
悩
み
を

理
解
・
共
有
す
る
こ
と
が
大
切
で
す

一
斉
改
選
ま
で
８
ヶ
月

も
っ
と
も
っ
と

委
員
仲
間
と
語
り
合
う
場
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う

委員活動再点検


